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III、食事金成績総括｝

脂肪溶性「ピタミン」ガ生活悟ノ会生涯ア ~filvテ必要快ク可カラザル柴養素タルコトノ、既

子周知ノ事貰＝シテ、 1914年 Funk氏ハ「ピタミン」 A J f句慎宵＝開シテ論述シ、 l!)H)
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年 Drummnrnl氏ハ幼若鼠ノ｛健康保持＝「ピタミ：／J A ノ必要ヲ設ケリ 。同年Mellanhy

氏ハ「ピタミンJAノ快乏＝ヨリテ｛句懐病ヲ護生スル事ヲ護表シタJレモ、 1920年 Hess並

~ Unger岡氏ハイ句俊病ハ「ピタミシJ A 快乏ノミ＝ヨリテ護生シ得ズト稿シ、同年

Sherman, I治ppenheim繭氏モ亦彼等ノ賓験＝論嬢シテ仰俊病ノ愛生保件トシテ「ピタミ

ン」 A紋乏ト共＝無機盤類r.p燐、「カルシユーム」＝関係アル事ヲカ設シタリ。 1921年Hess,

・wind us岡氏ハ「コレステロール」＝紫外紋ア放射スレバ抗拘懐府性質ヲ享有スル＝至ル

モノナル事ヲ提唱シ、 1923年 MιColum氏ガ脂肪溶性「ピタミン」＝ シテ抗向健病性婆

素ア善悪ヂテ「ピタミン」 D ト掃シ、諸家ノ研究相続ギ無機堕類殊ニ燐及ピ「カルシユーム」

ノ新陳代謝ト「ピタミン」 D トガ猪接ナル関係7li"シテ之レヲ正調ナラシムル作用ヲナス

モノナリトハ普ク認メラルル＝至レリ。 1924/,jミEckstein氏ハ抗拘俊府性能ヲ生成セシ
。

ムル紫外光~J＇.＇： ノ波長ハ 2900A 以下ノモノ：最モ有数ナリト稿、ン、 Hess氏等ハ紫外光線放
。。

射＝ヨリテ「コレステロール」＝抗仰倭病性ヲ生成セシムル波長ハ約 2500A-3200A前後

＝テ約 2850A ノiJ}{長ヲ有スルモノ：最宅地首＝シテ、此ノ波長ヲ有スル紫外光線ヲ30分間

放射シタル「コレステロール」ヲ「ピタミン」 D ノ給源トシテ「ラツテ」＝一日 2mgm.ヲ給奥

スレバ正常設育ヲ ナスモノナリト栴セリ。叉「ピタミンJAガ抗眼乾燥症性要素トシテ一

般＝信ゼラルノL-Ji)j'ナルモ、共快乏＝困リテハ軍＝眼乾燥症ヲ護現スルエ止ラズシテ、種々ナ

JJ...病的費化ア生活ift豊＝惹起スルコトハ研究者ノ等シク目撃スル所ナレドモ、斯ク J；如キ祭

養素ガ骨折治癒＝於ケルガ京日キ再生機能ノ祈躍＝針シテ如何ナル関係ヲ有スルモノナルヤ

ハ詳カナラ ズヤ 骨折治癒＝閥シテ柴養素就中「ピタミン」 Aノ：影響＝就テ論述シタルモノ

アリト鰍モ、之等ノ！貰験＝ア Hテハ被験動物＝給奥シタル侃料中＝於ケル肝油ノ存否＝論

撮シグルモノ＝シテ、果シテ共影響スル所、ガ「ピタさシ」Aナリャ、又ハ共＝肝泊中＝含有セ

ラJJ...）レI「ピタ ミンjD ナルヤノ耕三就テハ明カナラスユ 斯クノ如ク唯＝「ピタミンJA或

ハピタミン」 D J ミエ lヒラズシテ、 1n~機堕類殊ニ燐叉ハ「カルシユーム 」等＝アリテモ其；

配給ノ；伏態ト骨折治癒機能トノ i問＝於ケル相互関係＝就テハ、~よグ問I明ナル見解ヲ奥ヘタ

ル研究業績ノ護表ヲ見ザルハ遺憾トス JI.-所ニシテ、著者ハJltノ賠ヲ究明セント欲シテネ；質

験ヲ企岡シクリ。既ニ本研究第一報＝於テハ「ピタミシーC比較的快乏欣態＝アル若キ海狭

ノ骨折治癒＝就テ共業績ヲ琵表シタリ。共質験結果ニ於テハ 「ピタミン」 C比較的快乏

飼料＝テ飼養シタル海狭ノ骨折治癒ハ之レア標準飼料＝テ飼養シタルモノ＝比シテ著シク

障碍湿滞セラレタルヲ認、メ タリ。＠IIチ前者ノ肋骨骨折後初日目 Jモノェアリテモ後者ノ

阿 2D日目 ニ於ケル治癒程度ユ及川ズ。又後者ニアリテハ肋骨々折後 30日目ニアリテハ

既＝新生骨梁ノ形成ニヨリテ岡骨折端ハ連絡シタルア見ルモ、「ピタミン＿；c比較的臥之飼

剰 2 デ飼蓑シタ JI.-海摂zアリテハ同’自折後生O 日目＝アリアモ未グ雨’目指；端ラ述、時ス4常i
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生骨梁ノ形成ヲ見ザリキ。本質験ェェアリテモ亦第一報＝於ケJレモノト同様ナル細，c、ノ注意、
ヲ梯ヒテ合成シタル重量身異レル飼料ア以テ短期間飼養シタル幼若「ラツテ」ノ骨折・治癒＝就

テ共探求シ f~· タ JI..-結果ヲ設表セント欲ス。

I、費験方法

質験方法ヲ数項＝分チテ詳述スル＝賞リテ、共大要ヲ述プレパ、幼若ナルI’i鼠ヲ 8群＝

分チ、第1群＝ハ標準飼料ヲ自由＝給J1Q.・ン、第8群＝ハ標準飼料ヲ以テ減食試験ア行ヒ．第

2-7群迄ノモノニハ「ピタミシ」A 快乏エシテ他ノ柴養素ハ趨首＝、或ゴ、快乏又ハ過剰等

程々配合ヲ晃＝シタル飼料ヲ各群j手エ給典シテ自由＝揖l良セシメタリ。第2ー7群迄ノモノ

＝アリテハ「ピタミン」A快亡症欣ヲ費生スル＝及ピテ順.:Jc＝＝－ 、又第 1群ト第8群トハ他群

ノ動物ト略I司一時間＝於テ、之等ノ被験動物ノ肋骨＝人工的＝骨折ア施シ、骨折後モ同一

飼料ヲ櫨績給典シテ飼養シ、骨折ア施シテヨリ 10日目、 20日目、 3J日目及品O 日目ニ

於ケル、共骨折治癒ノ程度ア解剖事的、「レントゲシ」撃的、並＝組織製拘＝検シタルト同

時＝一般経過＝就テモ詳細ナル観察ヲ行ヒタリ。

1、飼料ノ選揮

第1報ノモノト同様ナル注意ヲ以テ飼料ノ君揮ヲ行ヒタルモノエシテ、合71¥茨素ノ給源

トシテハ精製 デキストリ γ」ヲ、「ピタミン」 D ノ給源トシテハ紫外光線ヲ放射シタル

「コレステロ｛ノレ」或ハ肝油ヲ使用シ、他ノ柴養素ノ給源ハ第1報所載ノモノト同一ナリ。

但シ本貰験＝於テハ「ピタミン」 C ノ i恰~：ヲ使用セズ。

2、飼料ノ精製

「カゼイシ」、乾燥酵母、「オレフ」油等ノ精製方法ハ第一報ノモノト同緩ナリ。

「デキストリン」ノ精製ハ第一報＝述ぺタル「カゼインノ」精製方法ト同一ナリ。

「ビタミン」D ノ給源トシテ使用シタル「コレステロール」ハ 2%「エーテ）J,J 溶液トシ
。

タルモノ＝約 2830A ノ波長ヲ有スル紫外光繰ヲ 3J分開放射シタルモノナリ口

無機堕類混合物ハ本貰験＝於テハ第一及ピ第二無機堕類混合物＝分ツ。

第一無機堕類混合物ノ混合割合ハ第一報記載ノモノト同様ナリ。

第 2無機盤類混合物ノi見合割合ハヨたノ；如、ン。

Na Cl 

Mg 804: HP  

3、飼料ノ配合

精製シタ JL柴養素ノ給源ヲ配合シテ共ノ七種類ノ飼料ヲ調製シタリ。

1) 標準飼料

ず
い

巳
d
一

日

リ

R
U

臼

Ammonium Fe-Citrate 3.0 

徴量Kl 

精製「デキストリシj 66% 精製〔カゼイン」 18 
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第一無機醸類混合物

カ11熱「オレ 7」油

2) 「ピタミン」主並 ~D 快乏飼糾

料，j製戸デキストリシ」

~~一気機盟類混合物

a晶
玉

門

4

G日夕4

4 

加熱「オレフ」油 10 

3) ！ービタミン」A.D立をニ無機堕類快乏飼n
精製「デキストリン J 10,'c; 

2 乾燥酵母

4〕 「ピタミシJA.D快乏無機墜類過多飼料

精製「デキストリン」

第一無機堕類1昆合物

() 2;>6' 

8 

乾燥拷旬：

肝油

2 

3 

精製ーカゼイシ」

乾燥酵母

13 

2 

精製「カゼイン」

力11烹「オレフ l油

18 

10 

精製ーカゼイン」

乾燥酵母

13 

2 

加熱「オ レフ」油 10 

5) 「ピタ ミン_IA.D 並＝燐及ピ「カルシユームJ(rJc乏飼料

お！，製ヂキストリン l GS.8% 精製「bゼイシJ

第二無機種類混合物

カ！熱ーオレフJYl=h

1.2 

10.0 

乾燥解母：

18.0 

2.0 

外＝「つレステロ ~；v」ヲ一日一頭＝ツキ 2 聡添加ス。

6) 「ビタ ミンJAM:ニ燐及ピ「カルシユーム」快乏飼料

精製「デキストリンJ 68.8% 乾燥醇母

／ 

外＝「ピタミシ」Dノ給額トシテ紫外光紋ヲ放射シタル「コレステロ戸Jレ」

頭＝ツキ 2聡添力uスっ

7) 「ピタミンJA快乏飼料

精製「カゼイン」・

第二無機堕類混合物

lQO 

1.2 

精製デキストリン」

第一無機E範類混合物

カII熱F オレフ rib

GGア4

4 

10 

加熱「オレフ」油

2.0 

10.0 

ヲ一日一

精製「カゼイン」

乾燥酵母

13 

2 

タトニ「ピタミン」Dノi給源トシテ紫外光線ヲ放射シタ ）J.,「コレステロール」ア一日一頭

ーツキ 2聡添加ス。

4，動物ノ選律

本質験＝使用シタル白鼠ハ標準飼料ヲ以テ飼養シタル、生後約 40[J前後ノ正常設育中



阿部、然発ノ骨折rfi'fi.~ エ及ホ・ス，彰饗ノ flYJ!);的研究 2-ll 

ノモノ＝シテ、共多数rfiヨリ櫨重 43-G：＞瓦ヲ有スル雌 76頭雄よ80頭組数 156頭ブ選ピ

8 群＝分チ、第 1群ノモノ＝ハ七M飼料ヲ給g~ シテ自 rr1 ＂＇＂掘取セシメ、第 f群ノモノエハ

標準伺1：千ヲ以テ減食試験ヲ行ヒ、共＂＇＂ ~o 口問飼主シグルモノノ中ヨリ宜験＝趨シグルモ

ノヲ選ピ、又第2ー7群迄ノモノェハ各群毎＝具レル飼料~ll第 2群z ハ「ピタミン_IA. D tJ~ 

乏飼料、第 3群＝ハ「ピタミン」A.D並＝無機盟類快乏飼料、第 4群＝ハ「ビタミンJ¥..D 

快乏無機盤類過多飼料、第 5群＝ハ「ピタミン」A.D並＝燐及ピ「カルシユ｛ム」快乏飼料、

第 6群ユハ「ビタミシ」A 並＝燐及ピ「カルシユーム」快乏飼料、第 7群ユハ「ピグミン~A

敏之飼料等ヲ給奥シテ飼養シ、之等ノモノヨリ「ピタミンJA快乏性眼症吠ヲ護現シタル

モノア順次＝、第 lj洋又ハ第 8群ノモノトor各同一時明ュ於テ、貫験＝趨シタ JJ..モノヲ選ピ

テ骨折ヲ施シタリ。骨折ヲ施シテヨリ貰験；目問Iド＝於テ箆死シタルモノヲ除キ、質験ヲ格

了シタ ）J,雌雄 96頭＝就テ詳述スレパ弐ノ如シ。

第 1群 11頭ハ最初鰹重品－G:)J[.:oシテ平均的.5瓦ヲ有スルモノヲ、標準飼料ヲ以テ

2｝日間飼養シ、韓重 70-83].[.＂＇－シテ干・均 81.1瓦＝達、ンタルモノヲ賓騒＝供シ、

第・ 2群 10頭ハ最初鰻重43 54瓦ニシテ平均 50.1瓦ア有スルモノヲ、「ピタミシ」 A D 

快乏飼料ヲ以テ 13-2｝日間、 4'均 18.1 日間飼養シ「ピタミシ」A 快之性M~症欣ヲ瑳現シ

タルモノーシテ、間：重 57-73瓦、平均 6.1.8瓦ア有スルモノヲ貰験＝供シ、

第 3群 11頭ハ最初樫重 45-55瓦＝シテ干a均 G:l.:"i瓦ヲ有スルモノヲ、「ピタミン」.＼..D

並＝無機堕類快乏飼料ヲ以テ 15-21日問、平均 18.3日間飼養シ、「ピタミシ＿A快乏性

Ill~症状ヲ護シタルモノエシテ、開重51-61瓦、平均54.6瓦ヲ有スルモノヲ賓験＝供シ、

第 4群 8頭ハ最初鰻重 45-53瓦＝シア平均 49.1瓦ヲ有スルモノヲ、「ピグミン jA. D 

快乏無機堕類過多飼料ア以テ 12-20日問、平均 16.生日間飼養シ、「ビタミン＿；＿＼.快乏性

m~症朕ヲ護シグルモノ＝シテ、障重 42-78 瓦、平均58.8 瓦ヲ有スルモノヲ置験ユ供シグ

P。
第 5群 20頭ハ最初瞳重 46-52五＝シテ平均 49.tj瓦ア有スルモノヲ、「ピタミシ」 A

D並＝燐及ピ「カルシユーム」快乏飼料ヲ以テ 15-24日問、千均 19.4日間伺蓑シ、「ピタミ

ン」 A快乏性眼症朕ヲ蛮シタルモノ＝シテ、鯉重 G2-74五、平均 60.3瓦ヲ有スルモノヲ

貰験＝供い

第 6群 11頭ハ最初惜重 46一日瓦＝シテ平均 50.4瓦ヲ有スルモノヲ、「ピタミシ＿！A並

＝燐及ピ「カルシユーム」快乏飼料ヲ以テ lG-25日間、平均19.4日間飼養シ、ピタミシ J

A快乏性・nR症AAア費、ンタルモノニシテ、障重 55-65瓦、平均 60.7瓦ヲ有スルモノヲ賓

験＝供シ、

第 7群 15頭ハ最初鰻重心ー訂正エシテ千均山.2J.［ ア布スルモノヲ、「ビタミンJA 
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快乏飼料ヲ以テ 15-24日問、平均 19.1 日間飼養シJ ピタミン」A快之任： OJ~症ii/（ア護シタ

ルモノニシテ臨重 48-84瓦、平均 66.7 瓦ヲ有スルモノヲ質~：：：. 1Jt：、シ、

第 8群 10頭ハ最有鵠重 4fi-5；）瓦ニシア－＇F均主任1J［ヲ有スルモノア、標準飼料ア以

テ初日間減食試験ヲ行ヒ、関重 G2-87瓦、平均 73.0瓦ヲ有スルモノヲ質駒ユ供シ、

共＝骨折ヲ施シタリ。

5、動物ノ飼育法

動物飼育室ハ採光充分エシテ、且ツ空気ノ流通＝注意シ、寒冷ノ日＝アリテハ電＃！＼ Ti！~ ヲ

用ヒテ最低揖氏 62度最高 72度ノ室温ヲ保持セシメタリ。震験動物ガ毘尿＝ョリテ汚染

セラレザル話メ＝動物容器ハ常＝清潔＝保持スルト共＝、又飼料容部、飲料存器~~；.－，，.就テ

モ細心ノ注意ヲ以テ遺憾ナカラシメタリ。

8群＝分チタル白鼠ハ各一頭宛ヲ、底部 ；：：.3分目ノ金網ヲ敷キタJレ金網施 ；：：.）伐容シ、飼

料ハ冊子製容器＝入レテl}if,へ、第1ー7群ノモノエハ自由＝掘取セン月、第8群ノモノハ第1群

ト同一標準飼料ヲ以テ減食試験ヲ行ヒタリ。印チ他群ノ動物中＝テ飼料ア設モ少量撮取セ

ルモノノ掃取量ト等量印lチ各自ノ髄量ノ十三分ノー量ノ標年3飼料ヲ毎日制限給拠シタリ。

飲料トシテハ水道水ヲ給水管＝入レテ自由＝飲用セシメタリ。脅・折後給奥シタル各群動物

ノ飼料ハ動物選揮ノ項＝於テ述ペタル骨折前＝給奥シタルモノト同一飼料ア櫨篠シテ奥へ

タリ 。

G、骨折手術

骨折手術ハ線テ「ヱーテル．；麻酔エヨリテ行ヒタルモノェシテ、何レモ中央部ノ肋骨ヲ

~ピテーケ所ア切断シタルモノエシテ、共他ノ方法＝アリテモ既＝第一報ニ詑t蹴シタルモ

ノI・同様ナリ U

耳、責験成績

ム一般経過並＝解剖接的rlJr見

第 1群（標準飼料群）本群 11頭ノ「ラツテ」ハ質強ノ初メ即宵・折ヲ施シタル時ェハ惜霊

70-88瓦、平均81.1瓦ア有シグルモノエシテ、骨折後ハ一時食慾減退シ従ツテ鰻重減少シ

タルモノ 3頭アリシモ、5-8日後z ハ再ピ骨・折時ノ館。霊ニ怯復シ共後ハ漸尖増力11シタリコ

他ノモノハ何レモ腫重減少スルコトナク潮＇J（増加ヲ示ス、一般＝琵育良好ユシテ7己主主旺盛

ノ外観ヲ呈セリ。質験ノj悠リェアリテハ腫重，、 74-1G5J［；：：：.シテ平均 123.9瓦トナリ、之

レヲ試験ノ始メ印骨折時＝比スレバ平均約 53%ノ増加ヲ示セリハ

解剖撃的所見ハ一般＝内部諸職探ノ護育良好＝シテ餐化ヲ認メズ。骨折部ノ胸腔面ハ10

日目ノモ ｝ ；：：：.アリテハ共J：ヲ被フ軟部組織ハ著乙ク膨隆セルモ、20日目以後＝アリテハ漸

次司＇i骨トナル。
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本群貰殴ノ大要ヲ第1表＝示ス。

表中＋ハ骨折後漸次慎重増加シタルモノナリ。
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第 2群（「ピタミ γJA並 ，：.D 紋

乏飼料群）

本群 JO頭ノ「ラツテ」ハ試験ノ

始骨折，：i;r＂＇－ハ髄軍 G7-73瓦＝シ

テ平均 64.8 瓦ナリシモ、骨折後

＝ハ食慾減退シテ何レモ瞳重ノ減

少ヲ示セリ。内 1頭ハ主主ヒ＝骨折

時ノ樟重＝依復セズシテ漸次減少

シタルモ、他ノ 9頭ハ 4-8日後

＝ハ骨折時ノ鰻重ニ快復シ共後ハ

漸次増加ス。珪育ハ一般＝不良エ

シテ全眼球炎ノ震メ右眼失明シタ

ルモノ一例アリ。宜験終了時＝ハ誼重 56-87瓦＝シテ平均 77.3瓦トナリ、骨折・持＝比ス

レバ平均約 195百ノ増加ヲ示ス。

第 2 表 解剖事的所見ハ弟 1群＝比シテ

動物
骨質ハ平向日程弱＝ シテ努切スル＝抵

骨量重 後骨折ヲ

番波 別 骨折ノ吋ノム（復スル迄l純ス迄ノ 杯少シ、内部諸・臓器ハ一般＝護育
ノ日数 ｜日毅

不良ナリ．骨折部ノ胸腔面ヲ被フ
112 1.) 66 克 8~＞ 克 日

113 ♀ 日7 &7 1; 17 軟部ハ官・折後 10日El＝アリテハ

114 :i; 69 SI G 17 勿論20日口ノモノ＝アリテモ向隆

ll5 き G4 79 4 19 

116 ♀ 58 li¥l 8 18 
起著ルシキモノアリ、 30日以後＝

117 ♀ υ＂i il 4 18 アリアハ淘：さえ卒滑トナノ！.－" 

llS ♀ 62 rn 本群貰験ノ大要ヲ第 2表＝示ス。

ll¥J 会 7:l ~.11 8 表中一一ハ骨折後漸次瞳重減少

12r i 64 If> 8 rn 

121 6 GS 84 4. 20 
シタルモノナリ。

7j三 均 G』.8 ”＇7・nl》 18. l u~ s群（「ビタミンムム・D並＝無

機堕類快乏飼料群）

本群 11頭ノ「ラツテ jハ質験ノ始メ骨折時ュアリテハ鰹重 51-61瓦ニシテ平均57瓦

ナリ シモ、骨折後＝於テハ櫨重減少シタルモノ多ク増加lシタルモ ノニアリテモ極メテ僅少
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量ナリ 骨折後 G- 2'l 日＝シテ再ピ骨折時ノ鰭重~·~災復シタルモノ 5 頭アレドモ他ノ 掛

川新多く減少シタリ 0 !1ミ育ハ極メテ不良＝シテ舞9Eシタルモノ多シu 官験格了時ノ搾重ハ』3

ーは瓦ユシテ千均 54.G瓦ヲ有スル＝過ギズ、之レヲ賓験開始骨折時＝比スレパ平均千J4 

%ノ減少ヲ示セリ。

解剖壊的所見ハ本群瓦物ハ筋肉骨骨各ノ護育ハ極メテ不良ーシテ、骨質ハ甚グ蛇弱ユテ弾

除スル＝殆ンド無抵抗ノ：如キ感アリ。内部諸臓都ハf：ルシク萎縮シ皮下其他脂肪＝乏・ン臼

骨折部ノ胸腔国Iア被フ軟部ハ苦シク隆起シテ外見骨折治癒ノ不良ヲ想像セシム J

オヰ群賓験ノ大要ヲ第3表＝示ス。

第 3 表 第 4群〔「ピクミン」A.D快乏1n~

動物 慎重ニ快後骨折ヲ
機瞳類過多飼料群）

番挽 別 什折ノ時｜試験ノ終復スル迄施ス迄ノ
I 1ノ口敏 ！日敏

本群8頭 F 「ラツテ」ハ寅験開

l:l:l ♀ ;"j¥J 克 6:3 克 1:; n1 20 日 始骨折時＝アリテハ鰹重必－78

12:l 念 58 59 21 I 21 瓦ニシテ千均 G8.8瓦ヲ有シタリ

-}. 1ヨ4 . ，。、
；》 A》 61 G ' 21 

シモノエシテ、骨折後コハ騨重一
、止 12f.i心ー♀ I 「11 4リ 18 

l':!G 6 。。 日4 11) l¥l 
日寺自守＝i~＂t i］； シタルモノ 5頭アリシ

12'/ 土千 ミ＇17 G) 10 11 モ~－8 日後＝ハ何レモ骨折時ノ

l'.!K 会 fill 乃内 1弓 植草［＝快復シ、内 4i'i頁ハ僅少ノ増
12¥J 会 日｝ 47 IS 

1:¥0 ♀ 日1 M lf.i 
カ日ヲ示セド毛1頭ハ漸与え減少シタ

131 念 九可 ・.j‘・’i’ rn リν 骨折後＝アリテモ瞳重ノ減少

1:::l ♀ 52 4f> lri ヲ見ズシア漸次増加シグルモノ 3
2ド 均 九70 04.') 18.:l 

頭アリ。賓験rj1ノ護育AA態ハ不良

第 4 表 ＝シデ Iド詮w~死シクルモノ多シQ

動物
性！徳重 l吋飼育

質験修了時ノ間重，、制－－！11瓦ニシ
勝重 後骨折ヲ

番E泥 別骨折ノ時l試験ノ終復スル迄in1凶ノ テ平均 70.2瓦＝シテ、之レヲ唱・折
I lノ日数 日数

13.1 ♀ I 7X 荒＼ SS :ttl + n 1巧 日
時ノ胞重＝上ヒスレバ千均約：9%ノ

1;;4 6 日L ．－． 、 17 増加ア示セリ

i::5 6 」ヨ 51 12 解剖率的所見ハ骨質使：軟ノ程度
13) ♀ G4. 68 5 20 1、

137 ♀ 8弓 20 
ハ第2群ノモノト大差ア認メ難シ

＋ 

1：；日 ♀ c18 44 4 18 ト!llttモ、皮下Jt他一般＝脂肪＝寓

13J ♀ 51 80 ＋ 15 芝、又内部臓格ノ護育モ良好ナラ

141) 念 60 I).) l> 14 ズd 骨折部ノ胸腔商ヲ被フ軟部ハ
-'t' Y-1 「・8.S 70.2 l:l.4 

骨折後'2011日ノモノ二アリテモ術
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第 5 表

｜ ｜骨折存！！飼育両始
動物 性｜ 重 狸 ｜開重土依後骨折ヲ

I~ I 復スル迄施ス迄ノ
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降起著明ナリ円

本群賓般ノ大要ヲ第4表＝示ス

第 5群（「ピタミシJA.D.燐、「カルシ

ユーム」飢之飼料群）

本群 20llfiノ「ヲツテ」ハ貰験日目始骨

折時＝アリテハ、韓重 52ー7生瓦エシテ平

均 6う.3 瓦ヲ有シタルモ，J .：＝.シテ、骨折

後腫重漸＂J（減少シタルモノ4頭アリシモ、

他ノ1G頭ハ一時的減少ア示シ、早キモノ

ハ品目目迩キモノモ：：o日目ニハ骨折時ノ

韓重＝快復シ、共後ハ僅少ノ前日IIヲ見ル。

賢験中ノ愛育欣態ハ一般＝甚ダ不良ナ

リ。宜験終了時ノ櫨重ハ 52-88瓦＝シ

テ千均 G:l.. :i瓦＝テ之レヲ骨折時＝比ス

レバ平均約 1ろだノ増加lヲ示セリ。

解剖率的所見ハ本群ノモノハ筋肉、骨

骨香ノ琵育不良＝シテ脂肋＝乏シク、骨質

ハ脆弱＝シテ1合モ軟骨ア勇切スルノ感ア

リサ内臓パー般＝萎縮シテ肺炎症欣ヲ呈

スルモノアリ。1仏抗♀ハギ1rrtハ縮小シテ

20 

H
O

’iげ

t
L

1
』
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＆

凶

Z

．、ι、
"''' 
21 

17 

2

8

5

 

向。，
i

’i
21 

小豆大トナリ、左腎ハ腫大化股セに骨折

部ノ胸院国＝アリテハ骨折後 10日目又

ハ 20日llノモノ＝アリテモ向軟部ノ隆

起著シク骨折ノ治癒不良ナルア想像セシ

ムノLモ、 30日日以、後＝アリテハ漸弐縮

ノj、シ 40 日日 Fモノェアリテノ、F合ンド三ド

。戸j-. 

~H トナノlヘJ

本群賓験ノ大！要ア第5表＝示ス J

第 6群（「ビタミン」A、燐．カルシエー

ム」快之飼料群）

本群11頭ノ「ラツア」ハ賓験開始骨折

l ~I 

:n 
“内
""' 

時＝アリテノ髄重 55-G5瓦ニシテ千均 60,7瓦ヲ有シタル号、官折後一時的措重ノ減少ア
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来シタルモノ 8頭アレドモ、何レモ10-20日目＝ハ骨折時ノ睦重＝協復シタリ。他ノ 3頭

ノ、漸次減少シテ還ヒ＝骨折時ノ瞳重＝＝－t災復セズ。賓験中ノ愛育AA態ハ甚グ不良＝シテ、賓

験悠了時ノ瞳重ハ52-72J［.：：：.シテ平均64,9瓦ア保チ、之レヲ骨折時＝比スレバ平均約7%

ノ増加ヲ示ス＝過ギズ。

解剖率的所見ハ筋肉、骨髄ノ護育不良＝シテ、内部臓器ハ一般＝萎縮ス、本群＝アリテ

モ腎臓萎縮セルモノアリ。骨折部ノ脚睦商ノ軟官官ハ骨折後20日目＝アリテモ向著シク隆起

スルモノアルモ、 30日目以後エテハ漸衣子滑トナル。

本群賢験ノ大要ヲ第6表エ示ス。

第7群（「ビタミ ンJA快乏飼料群）

本群13頭ノ「ラツテ」ハ貫験開始骨折時＝アリテハ臆重必一品瓦＝シテ平均 66.7瓦ア有シ

タルモノナリ 。骨折後穂重漸次減少シタルモノ 3頭アリテ、一時均＝減少シタルモノ 8頭

アリシモ 2-10日後＝ハ骨折時ノ韓重＝依復シ其後ハ僅少増加シタリ。他ノ 4頭ハ骨折後

ト雄モ腫重ハ減少セズシテ僅少ノ増加ヲ示セリ。賓験中ノ護育状態ハ172披δト179披♀ハ

著シク不良＝シテ艦重モ亦減少シタルモ、他ノモノェアリテハ一般＝睦重モ僅少j曾加シ甚

ダシク不良ナルモノナ、ン。質験修了時ノ瞳重ハ叫－91瓦＝シテ平均75.9瓦ヲ有シ、之レア

骨折時＝比スレバ平均約 14%ノ増加ア示
第 7 表

動物 性｜ 慢 }]!.: 2折時ノ｜飼育関姶
｜ 一一一一一一一－~重ニ側後骨折ヲ

容貌 別 ！骨折ノ時｜時験ノ；等スル迄1~恒ス迄ノ
一一ーー」一一ー」一二ニ~［cf重一！日数
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セリ。

解剖撃的所見ハ皮下共他ノ脂肋ハ梢少

量＝シテ内部諸臓器ハ僅ヵ＝萎縮ノ感ア

ルモ特＝箸ルシキ蜜化ヲ認メズ。骨折部

ノ胸腔商軟部ハ2）日 目ノモノニアリテモ

倫若JL-シク隆起結節欣ア呈セJレモノアレ

ドモ．共後エアリテハ漸次:lf-1＇骨トナル0

40日目ニアリテノ、創痕ヲ認メ難キ迄＝治

癒セルモノアリ。

ヨド群貰験ノ大要ハ第7表＝示ス。

第8群（減食試験群）

本群 10頭ノ Iラツテ」ハ置験開始骨折

時＝アリテハ櫨重G2-87瓦ユシテ平均73

瓦ナリ。骨折後ユアリテハ 188~虎 0 －＇、漸

次睦重晴加シタ JL-モ、他ノモノハ何レモ

--fl手的減少ア示シタリ。然レドモ 4-10
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日目ーハ骨折時ノ腫重ニ怯復シ共後ハ漸次i官加ヒリ。賓駿ri~ ノ護育J状態ハ第 1群エ上ヒシテ

劣レドモ概シテ一般＝不良ナラズ。賓験絡了時ニアリテハ髄重73-1.:il瓦＝シテ千均 110.4

瓦ナリ。之レヲ骨折時＝比スレバ平均約51,"0ノ増加ア示セリ。

解剖J墜的見rr見ハ内部諸臓器ハ特＝萎縮共他ノ霊化ヲ認メズ。脂肪ハ一般＝柏少量ノ感ア

ルモ、骨酪ノ護育ハ第 1群ユ比シテ僅カ＝劣ル程度ノモノエシテ、骨質ノ硬度ェアリテハ

差異ヲ認、メ難、ン口骨折部ノ胸腔商ノ軟部ハ10日目ノモノ＝アリテハ向著シク隆起ス ）1..モ、

20日目以後ノモノ＝アリテハ漸次予滑トナリ40日目ニアリテハ創痕ア辛フクテ認メ符ル＝

過ギザ、ル程度ノモノアリ。

本群貰験ノ大要ハ第8表＝示ス0

2.「レントザン」事的所児

第 1群（標竿飼料群）

骨折後IO日目ノモノ＝アリテハ骨折南端ハ著シク腫張シテ極メテ濃厚ナル陰影ヲ認ムル

モ、共雨端1円＝ハ向光線ヲ透過スJl..陰影ノ淡キ部分ヲ持狭セリ、之レ未ダ完成骨梁ノ形成

セラレザルモノナリ。

第 8 表

骨折後20日目以後ノモノ＝アリテハ就＝骨梁化セル新生骨質ア以テ雨骨折端ハ連絡シタ

開性！憾 主！間以11~1草寺
I ' 復スル迄｜施ス迄ノ

相虎 別’11・4庁ノ時式的ノ給iノ II放 i日数

！瓦l 克！日l 口
町会 I 87 I 130 i 5 I 2') 
1百8 会 I I什： 1.1s 1 + I 20 

189 ♀ I 7凡 104 I 5 I :io 

1日0 ♀ i 83 日7 1) 

l9l ♀ I 7;; I I::l 乃 I 20 

d

1

2

5

3

b

 

F
d
w
d
a
o
a
U

氏
u

q

d

♀

ぢ

♀

♀

♀

均

山

山

山

川

町

山

切

れ

卒

no 5

6

7

5

4

 

L,1 

74 

戸時,,, 

7G 

110.4 

ルガ主日ク、癒合セル部位ハ一般＝紡錘形

ヲ呈スル陰影ハ他ノ健康骨ノ濃度ト著Jレ

シキ差実ヲ認メ難シ。

第2群（「ピタミシ＿；A、D快乏飼料群）

骨折後 10日目＝アリテハ雨骨折端ハ著

シク腫張シテ陰影山濃厚ナルモ、未ダ骨

21 性ノ；主将ア認メズシテ、雨端間ニハ光rn

2内

20 

ヲ透過スル未ダイヒ骨セザル陰影淡キ庚キ

部分ヲ持狭セリ。

骨折後20日目ノモノ＝アリテハ新生骨

梁ヲ以テ雨骨折端ハ連絡シグルガ如ク記、

メラルルモ、命共間＝ハ光税ヲ透過スル

部分ヲ扶在セリ、之レ未ダ骨梁化セザル

21』

20 

20 

20 

モノナリ。陰影ハ濃厚＝シテ大ナル紡錘形ヲ呈ス。

骨折径3J日目及ビ壬O日目＝アリテノ、癒合ヒル骨折部位ハ向l陸｜支ノj杭鍾形ア呈ス｝！.－モ陰影

ノ、他ノ健康骨ト大差ナシ。

第3群（「ピタミンJA,D、j匹、機盤類｛吠之飼料群）
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本群勤物ノ官酪設育ハ一般＝普シク劣レルヲ認ム、骨質ノ陰影ハ概シテ談海ナリ。

骨折後10日目及ピ20日目ェアリテハ骨折J店ハ僅カェ]Jffi：張スルガ如キモ未ダ癒合セゲルモ

ノノ如ク、「カルJLスjノ形成位メテ貧弱ユシテ陰影ハ僅ヵ＝浪シ。

骨折後初日目及ピ日生O目ノモノエテハ雨骨折端ハ新生骨梁ヲ以テ連絡セラレ杭錘形ヲ呈

スルモ、陰影ハ淡クシテ且ツ蜂商性ヲ主ス。

第4群「ピタミンJA,D快之無機堕類過多飼料群）

骨折後10日目ェアリテハ雨骨折端ハ鞘腫張シ、陰影ハ僅ヵ ：.i農キモ共問ヲ連絡スル新生

骨質ナクシテ光線ア透過スル特！U~部分ヲ持狭セリ》

骨折後20日目ーアリテハ隔骨折端ハ骨性連絡アナスガ如ク、大ナル紡錘形ヲ呈シテ陰影

ノ引j；改I'ji:ナリ。 30日目及ピ 40日目エアリテハf,',j明度ノ叙鍾形ヲ呈シ完全ナ）！.－骨性連絡ア

ナシ、陰影，、健康部ト大差ナシ。

第5群（「ピタミシJA,D、燐、「カルシユーム」快乏飼料群）

骨折後初日目＝アリテハ雨骨折端ハ僅カ＝腫張セルガ如ク、陰影ハ荷クシテ南端ノ連絡

ヲ認メズ。 20日目＝アリテハ隔骨折端ハ既＝連絡シタルガk日夕、梢大ナル就錘形ア呈シテ

陰影モ僅カニ濃シ Q 骨折後初日目及ピ40日目＝アリテハ雨骨折端ノ癒合シタル昔I¥位ハ杭鍾

形ヲ主シタルモ陰影ハ他ノ健康部ト大差ナ、ン。

第G群「ビタミン＿！A、燐、「カルシユーム」快之飼料群）

骨折後10日目＝アリテハ雨骨

連絡ヲ見ズ、 ~1~間＝ハ光繰ヲ透過スル部分ヲ挿狭セリ。骨折後20日目＝アリアハ既ュ骨位

連絡ヲナシ消大ナ）！.－杭鍾形ヲ主スルモ陰影ハ他ノ都，to:ト大差ナシ。骨折後初日目及ピ4'.l日

目＝アリテハ癒合セル骨折部111.，、組度ノキY，錘形ア呈スレドモ陰影ハ淡クシテ他ノ部位ト大

苦：ナシω

第7群（「ピタミンJA.切：乏飼料群）

骨折後10日目＝アリテハ郎骨折端ハI副長シ陰影ハ僅カ＝濃キモ、米グ雨端間ア連絡スル

省－梁形成ヲ見ズシテ、光線ヲ透過スル荷＇.（ilk部分ヲ揺狭セリ。骨折後20日日 ι アリテハ師：＝

骨性連絡ヲナシ鞘大ナル就錨形ヲ主スルモ陰影ハ濃厚ナラズ。骨折後30日目及ビ40日日＝

アリテ J 結合セル骨折部ハ1Mtl.鍾形ヲ主シテ陰影ハ健康骨ト大差ナシH

ms群（減食試験群）

骨折後10日目＝アリテハ隔骨・1.斤端ハ著ルシク腫張シテ陰影ハ梢濃厚．ナルモ、米グ雨端ヲ

連絡スル新生骨梁ナク、光線ヲ透過スル帯欣部分ヲ挿狭ス。者折後20日目ニアリテハ強線

ナJt.-骨梁連絡ヲナシ大ナルf託銀形ヲ主シ陰影ハ濃厚ナリ。骨折・後初日目及ピ40日目＝アリ

アh 骨折端癒合シタル部ノ、結J紙錘形ア呈スレドモ陰彰ハ健康骨ト大差ナシ。
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3. 組織率的所見

第 1群（標準飼料群）

骨折後10日日ノモノェテハ骨膜ヨリ新生セラレグル織*Hi'!主｜カルルス」ハ既＝軟骨ヨリ

進ミテ骨梁化セル部分多シ、建骨細胞、破骨組i胞共＝著明ナk 骨折後2'.l日目ニテハ既＝

骨i主連絡アナシ骨皮質ニ連ル骨梁ハヰj~多数＝シテ、骨髄睦ハ蹟大シ、骨髄ハ固形細胞性トナ

ル。骨折後3J日目ニアリテハ著シク治癒ノ欣ア示スそ皮質ハ拍手ド薄＝シテ其中＝ハ偽軟骨

基質ノ遺残モルヲ見ル、骨折音II＝＝－ハ骨梁多シ、骨髄腔ハ蹟大セラレ、骨髄ハ固形細胞性ナリコ

骨折後初日目＝ア Pテハ骨皮質ハ殆シド Kompakt＝＝－ シテ共中＝管睦アリ。骨膜ノ一部

ハ肥厚セルモ骨梁ノ遺残セルモノ少ク治癒完成ス。

第2群（「ピタミンJA、D快之飼料群）

骨折・後10日目エアリテハ軟骨ヨリ骨形成像’和著明ナルモ遺骨細胞ハ第1群ニ比シテ少

ク、大ナJJ...劃敗物ハ骨折端間ヲ充グス。骨折後初日目ノモノハ骨梁ハ網i!X：＝.形成セラレ共

中エハ軟骨多シ、遺骨細胞ハ少数ニシテ骨皮質ハヨE部海綿様ヲ呈ス。骨髄ハ固形細胞性ノ

部分多ク融維性ノ部分ハ少シ。骨折後初日目＝テハ開端ヲ連絡スル骨梁ノ形成多数ユシテ

其中＝ハ軟骨基質ノ残リ多ク、骨膜ハ柏rrr:.厚セリ。遺骨細胞モ少ク、「カルルス」ノ形成八

第1群＝比シテ不良ナリ。骨折後初日目エアリテハ骨皮質ハ厚クシテ骨梁叉ハ軟骨基質ノ

遺残セルモノ少ク骨髄ハ固形細胞性ナリ c

第3群（「ピタミンJA、 D、無機盤類r~~乏飼料群）

骨折後10日目ェアリテハ骨折端ハ明カユシテ繊維性「カルルスJ形成少ク、軟骨ノ形成

モ従ツテ少シ、遺骨細胞ハ著明ナラザレドモ破骨細胞ハ多シ。骨折後20日目＝アリテハ融

維性「カルルス」ノ形成著明＝シテ彰、骨ヲ形成ス、初期骨梁ノ形成像ヲ見ルモ完成骨梁コ

乏シ日一方ノ骨折端＝ハ脂肪髄アリデ骨梁形成ナキモノアリ。初期骨梁コモ破骨細胞ノm
現ハ非常＝多キモ遺骨細胞ハ著防jナラズ。骨折後30日目ニアリテハ骨折部＝ハ少数ノ骨梁

アリテ峰笥性トナリ、骨質ヲ以テ完全＝連絡セズシテ骨院ノ肥厚＝ヨリテ支持セラル。骨

梁ノ間エハ少量ノ識経E性「カルルス」アルモ軟骨ナシ。破骨細胞ハ骨梁像＝モ見ラルJl-"'f:特

＝皮質＝著明ナリ J 骨折後40日日ニテモ皮質ハ未ダ完全＝連絡セズシテ繊維性「カルルス」

ニヨリテ支持セラル。少量ノ骨梁形成アリテ其中ニ軟骨基質ラ遺残シ、骨髄μ 脂肪多ク充

血ス心一般＝遺骨細胞ハ少ク破骨細胞ハ柏多ク治癒極メテ遅々タリ。

第4群（「ピタミン」 A、D、快之？除機盟類過多飼料群）

骨折後10日目＝アリテハ織市m性又ハ軟骨性「カルルス」ノ形成柏多キモ、遺骨細胞ハ著

明ナラズ、破骨組i胞ハ非常＝多シ、遺骨像貧弱ニシテ破骨盛シナリ。骨折後20日目ニアリ

アハ骨折音十、骨梁ノ形成セラレタルモノ多数ナルモ向骨梁間ニハ軟骨基質アリ。骨折後初
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日目＝テハ骨皮質内＝少量ノ軟骨・泉質ヲ盛丸「ハーペル」氏管ハ程度＝横張セリ。骨折後

w日目ニテハ骨髄睦ハ柏蹟ク骨梁叉ハ軟骨基質ノ残リ少シ。

第5群（「ピタミシ」 A,D、燐、「カルシユーム」快乏飼料群）

骨折後1日目＝テハ骨折端ハ明カ＝シテ繊維性「カルルス」並＝軟骨形成ハ多量ナレド

モ完成骨梁ハ少シ、遁骨細胞ノm現著明ナラズ。

骨折後20日fl三アリテモ骨折端明カ＝シテ骨髄腔＝ハ融継目：「カルルス」形成セラ ）J,）レ

モ軟骨ノ形成少ク、誌を骨細胞モ著明ナラズ、頒敗物ノ周園＝ハ破骨細胞非常＝多シ。骨折

後初日日ニアリテハヨE薄ナル皮質ハ連絡スルモ其中＝軟骨様構造向残ル、骨梁モ多シ。骨

折後40日目＝テモ骨梁ハ向精多数残リ、骨髄ハ充血シ図形細胞性ナリ。遺骨細胞ハ著明ナ

ラズ、破骨細胞ハ柏多シ。

第6群（「ピタミシJA_，燐、「カルシユーム」快之飼料群）

官・折後1＂日目ェアリテハ雨骨折端間＝ハ大量ノ融維性「カルルス」形成セラルルモ之レ

ヨリ骨梁形成ノ像ハ貧弱ナリ凸骨膜ヨリ生ヌ。ル軟骨ヨリハ南側へ骨梁形成著明ナリ。骨折

後初日目エアリテハ繊維性「カルルス」及軟骨ハ殆ンド消失シテ骨梁ノミトナリ、遺骨細胞

ハ多数ナルモ彼骨細胞ハ少シ。骨折後初日目＝テハ骨髄臨ハ手jlj鋳大シ骨梁ハ整理セラレテ

遺残スルモノ少数＝シテ、遺骨細胞、破骨細胞共＝少、ン。骨膜ハ『巴厚シ骨皮質ハヨE薄ナリ。

骨折後40日目＝テハ骨皮質ノ厚サハ不平等ナルモ、骨梁ハ干希レ＝遺残スルノミ＝シテ治癒

殆シド完成ス。

第7群（「ピタミン」A快乏飼料群）

骨折後10日目＝アリテハ骨折端ハ倫明ヵ＝シテ繊維性「カルルス」ノ形成著明＝シテ軟

骨形成モ和良好ナリ、初期骨梁モ可成リ形成セラルルモ完成骨梁ハ少シ。遺骨細胞ハ柏少

キモ破骨細胞ハ略正常ナリ，，骨梁ノ形成ハ正常ノモノ＝劣ル。骨折後20日目＝テハ骨膜ハ

柑j£常＝シテ骨皮質ハ略連絡セリ。骨梁ハ柑多数＝シテ共τjJ；：：.繊維性「カルルスJ叉ハ軟

骨泉質ヲ認メズ。遺骨細胞ハ多数＝テ破骨細胞ハ少数ナリ。骨髄ハ殆シド閏形細胞性トナ

ノLむ骨折後初日目エアリテ，、骨皮質内＝ハ僅カ＝軟骨基質ノ残存セルモノアリテ、！享サハ

不千等＝シテ向遺骨細胞多数存在ス。骨梁ノEきりハ少量：トナム叉破骨細胞モ少シ＝

骨折後40 日目＝アリテハ骨皮質ハ完全ニ連絡シ、~・!1~ l Eさリハ少ク従テ破骨細胞モ叉少

数ナリ o’骨髄ハ業主組＝シテ固形細胞性トナリテ治癒ハ殆ンド完成ス Q

第8群｛減食試験群）

骨折後10日目エアリテハ繊維性「カルルスJハ梢少量ナルモ軟骨形成、初j目骨梁形成多

量ナリ。遺骨細胞ハ柏少数＝シテ完成骨梁ノ形成明カナラズ。骨膜ノ肥厚モ亦著明ナラズ.（；

大量ノ調欣物雨骨折端明＝介在セ 1J(, 
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骨折後20日目＝アリテハ骨折端ハ多量ノ’骨梁形1皮ヱヨリテ［.J2i~1 スルモ共間＝軟骨；，1：費ノ

践リア見ルモノ多、ンC 骨膜ノ肥厚ハfむ一部＝残存ス乙遺骨細胞ノIHl見ハ中等度＝シテ骨梁

俊＝見Jvモノ多ク破骨細胞ハ甚ダ多数ナリし骨髄ハP奇γ ド固形細胞性トナル。治癒ハ正常

ノモノニ比シテ遅延セリ。骨折後30日llニアリテハ骨’皮質ハ殆ンド連絡スルモ向一部＝連

絡不完全ノ所・アリテ、官梁ハ雨側＝柏多数残存シ少量ノ軟骨恭賀ノ残リヲ認ム。遺骨細胞

ハ少数ナルモ破骨細胞ハ多数ナリ。骨髄ハ固形細胞性トナル。骨・折後初日日＝テハ管梁ノ

残存スルモノ僅少＝シテ殆ンド完全＝治癒ス。

III、費験成績穂括

各群「ラツテ」ノ護育！！k態ハ第 1群ノ標準飼料ヲ給典シタルモノ；畏モ良好＝シテ、骨折

後髄重減少シタルモノ少数ニシテ多クハ増加シ略正1~・珪育ヲナセ P 。第 8群ノ標準飼料ヲ

以テ減食試験ヲ行ヒタルモノ zアリテハ、骨折後一時鰻重減少シタルモノ多シト難モユ0!]

以内エハ何レモ再ピ骨折時ノ輯重＝恨復シ、其後ェアリテハi怖さえ増加ス。護育！！犬態ハ第1群

＝比シ テハ劣リ正常費育ヲナ ，，.ズト ~1¥.モ、一般＝ハ著シ ク不良ナ P ト云ヒ難シ 。第7群ノ「ピ

グミン」 A快之飼料ヲ松典シタルモノニハ骨折後漸次鰻重減少シテ著・ンク官、育不良ナルモ

ノアレドモ、全動物敢 ｝ 3分ノ 1：アリテハ骨折後ト鮒モ輯叢ノ減少ヲ来サズシテ漸次増

加シタリ。一時的＝骨折後鰹亘減少シタルモノモ10日アmデズシテ再ピ骨折時ノ鰹重＝快

復シ、共後ニアリテハ何レモ増力J1 ヲ示セリ。一般護育；u~態ハ第8群ノ減食試験群ノモノ＝比

シテ著ルシク劣レルヲ見Jv 。 第 2群ノ「ピタミン_iA,DrJ~乏飼料ヲ給奥シタルモノト、第 4

群ノ「ピタミン＿！A、D快乏ェシテ無機堕薮過多飼料ヲ給奥シタルモノ下ハ、殆ンド相似タ

Jv護育J状態ヲ示シ何レモ不良ナルモ第2群梢優レルガ如、ン。骨折後一時減少シタ JL-館重モ、

阿群共~キモノ＝アリテモ 8 日後＝ハ骨折時ノ樫重＝ t災復シグリ。第5群ノ「ピグミンJA,

D.燐、「カルシユーム」快乏飼料ヲ給!}iJ:シタルモノト、第6群ノ「ピタミンj，＼、燐、「カルシエ

ーム」快乏飼料ヲ給典シグ JI,モノトハ、和類似ノ護育状態ア示シ何レモ甚ダ不良ナレ rモ、

一般＝ハ第5群ノモノ僅カ ＝t憂リ タルガ如ク、第6群＝テハ鑓死シタルモノ多シι骨折筏竹原

一時減少シグルモノモ、開群共遜キモノニアリテモ20日後＝ハ骨・折時ノ醒重＝快復シ、共

後ノ増加lハ僅少＝シテ護育ハP青ンド停止ノilk態トモ稿シ得可シ。叉骨折後エ於テ鰹重1筑弐

減少シタモノモ多数アり い第 3群ノ「ピタミ γJA、D、無機堕類快乏飼料ヲ給!lit:シタルモノ

ノ、全群中最モ登育不良＝テ、骨折後瞳重漸弐減少シタルモノ多シ。鯉重快復シタルモ ，｝ ~ 

アリテモ共後護育ヲ手断覧シクルモノナク、何レモ愛育停止ノilk態＝アリ。而シテ賓験修了

時＝アリテハ、他群ノモノハ僅1;鰻重ノ増加ヲ示スモ、本群エアリテハ平均関車ハ減少スコ

解剖率的所見ニアリテハ第1群ノ；標ザz飼料群 1、第8群ノ減食試験群干ハ埼シド同様＝ンテ
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愛化ヲ認メ難シ n 第7群ノ「ピタミンJA快乏飼料群ノモノハ皮下共他ノ［ヨ肋和之シク、内部

臓務ハ僅ヵ＝萎縮セ；t,,カノ感アルモ著Jレシキ蜜化ヲ認、メ難シ山第2群ノピタミシJA立を＝

D快乏飼料群ト第4群ノ「ピタミン」A、D快乏エシテ無機堕類過多飼料ヲ給wシタノLモノェ

アリ テハ、骨質ハfpjfW:弱ニシテ内部臓従ノ愛育モ第1群＝比シテ不良ナヲ。骨折'ffil位ノ胸盤

面ヲ被フ軟部ハ骨折後20日間二アリモ向隆起著ルシキモノ多・ン。然レドモ第』群ニアリテ

ハ皮下共他＝於T特ニ）脂肪沈着著ルシキア認A。第5群ノ「ピタミンJA,D、燐、「カルシユー

ムJ快乏飼1：干ト第6群ノ「ピタミン＿；A、燐JカルシユームJJ快乏飼料群＝アリテハ筋肉、官・

酪ノ護育不良＝シテ脂肪＝乏シク骨質脆弱ナム内部諸臓器ハ萎縮ス。第3群ノ「ピタミン」

A、D、無機盤類快乏飼料ヲ給典シタルモノハ骨賂ノ護育ハ極メテ不良ニシテ、皮下共他ノ

脂肪＝乏シク、骨質ハ甚ダシク1筋書ユシテ努切スル＝殆ンド無抵抗ノ感アリ、内部諸臓器＝

アリテモ著ルシク萎縮シ、骨折部ノ胸腔商モ軟部ハ突隆腫起シテ骨折治癒ノ不良ナルヲ想

像セシム、「レントゲン」光松寓虞像ニアリアハ第1群ノ標牟伺件ヲ給奥シタルモノト、第6

群「ピタミシ.＇＿ A、燐、「カルシユーム」快乏飼料ア給Bi!シグルモノト、第7群，.ピタミン」λ快乏

飼料ヲ給奥シタルモノ及ピ第8群減食試験ア行ヒタルモノェアリテハ．骨折後初日日＝於

テハ既＝新生骨梁ヲ以テ雨骨折端ハ骨也連絡アナシタ ）＼，所見明カナレドモ．第 2群ノ「ピ

タミシ」 λ、D ~ti~乏飼料ヲ給奥シタルモノ h 第 ι群ノ「ビタミンJ A、D，快乏無機堕類過

多飼料ヲ給奥シタルモノ h 第5群「ピタミン」 A、D、燐、」カルシユーム J快之飼料ヲ給

奥シタルモノ＝アリア川、官・折後20日目＝於テハ骨折部ハ大ナル紡錘形ヲナシテ陰影モ楠

濃厚ナリト量佐モ、新生骨・梁＝ヨJレ南骨折端ノ完全ナル速絡ハ疑ハシク、第30日目ユアリテ

ハ明カ＝骨性連絡ヲ認ム心第3群ノ「ピタミン」 λ、D、無機種類快之飼料ア給拠シタルモ

ノ＝アリテハ官・折後 30日目叉ハ40日目ノモノ＝アリ テモ陰影ハ蜂寓性ア呈シテ完全ナル

骨性連絡ハ向疑ハシ口

組織接的所見ーアリテハ第 1群ノ標単飼料ブ給奥シタルモノト、第7群ノ「ピタミ γ」A

快乏飼料ブ給典シタルモノト第、 8群 Jj成食試験ヲ行ヒタルモノェアリテハ、勿論第1群ノ

モノヲ首位トシテ共間＝順次僅少ノ差異アノレモ一般＝治癒良好＝シテ、骨折後初日目＝於

テハ雨骨折端ハ既＝骨梁連絡ヲナシ、遺骨細胞モ政骨細胞モ共＝著明エ産IHセラレア新生

骨ノ形唆ト奮骨ノj整理セラルルノ像明ナリ。之等＝弐デハ第6群ノ「ピタミンJA、燐、「カ

ル シー－ーム」快乏飼料ヲ給奥シタルモノニシテt官・折後20日間＝アリテ既＝雨官・折端～自・梁

連絡ヲナスト雌モ、遺’自細胞ノ出現ハ前者＝比シテ梢少数z シテ骨梁ノ形成モ梓j少量γ リn

抗2群ノ「ピタミシ」 A、D快乏飼料ヲ給!Ji!シタルモノト、第4群ノ「ピタミン」A、D快乏無

機種類過多飼料ヲ給典シタルモノ等ハ順失if!弐ギ、略之g_.~；・二群ノモノハ同一程度ノ治癒ア

示 シ骨折筏30日間＝於テ漸ク’買禁j事幣ヲナス。遺骨t:m胞ノtM息苦第6群 z比シ7硝少以ナ
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リn 第5群「ピタミシJA、D、燐、 Tカルシユー 1・J快乏飼料ヲ給興．シタルモノヂアヲテハ、

治癒甚ダ不良＝シテ、ぜi骨細胞ノ！日現モ少数ニシア遺骨像貧弱ナリ、骨折後30日目＝至リ

テ雨端ハ骨梁ノ連絡ヲナスト蛾モ、 if昨ノ何度ハ第1開票i¥L飼料ヲ給奥シタルモノ20日目

＝及バザルコト遠シ。第3群ノ「ピタミン」九、 D‘無機盤類快乏飼料ヲ?i:i:'!Ji!シタルモノ

ハ遺骨細胞ノIH現少数＝シテ新生廿質...，！！！軒高性ヲ皇シ、前ft-r ~、極メテ不良＝シテ骨折後初

日目＝アリテモ完全ナJJ..骨梁連絡ヲナサズシテ、骨rYJ"l－部ハ織維性「カルルス」ヲ以テ支

第 9 表

f.'(: 飼 料

I I 標準飼料

¥'IC ｜「ピタミ Y .JA倹乏飼料

¥'HI ｜制限：；； pc 11/標準飼料

VI い ピタミ y.J，.＼.断、Iカ1VVユーム」快乏飼料

II ・円タミジ.JA.D依乏飼料

IV t ピタミ；：.＇ ~A.Iヲ依乏合［＇；機 E量産直過多飼料

廿折治癒ノ程 度

¥',v Y トゲ！組織準的 ；: t.既評
Y.JJるも的所見，所 見 ！

第 Lfi/: I第 lf立

｝略時テ｜第 2位

tf;2、n1>tI第；；位

）間在同位ニテ｜第~ 1立 I<•T 良

iJ完：，；4,5f立｜必 5iii: . I 良

tβ U f立！第 I]1立

v ｜・ピタミ Y」A.D、燐、「カ pνジュームJ紙乏飼料 ｜ 第 71・i: 貸手i1立 i不 良

川 ｜「υ ミ ：：.－－ A. D ， ~i時機関煩絞乏飼料 ｜ 第 8f.i: I第 8佼 ！核不良

持セラル。さを群q1＂＂於テ治癒程度最下位＝アリ。

本質験＝於ケル各群動物ノ「レントゲンJ・·~的並＝組織事的所見＝ヨル骨折治癒ノ程度ヲ

線新シテ第 9表＝示ス。

本質験ノ結論ハ本研究第三報ノモト日iセテ論述ス百Jシ。向参考文献並＝附固モ第三報ノ

末尾＝於テ｛！j：ヒ掲ii売スルコトトセリ。
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第三報異レノレ飼料チ以テ長期間飼養シタ

lレ成熟「ラツテJノ骨折治癒ニ就テ

内容 目 次

絡 ー吾正a JT、貿助成績

I、1受験方法 l.一般経過並ユ解音lj率的所見

1.飼料ノ選探 2.「ν〉〆トゲ :Y..J率的所見

2.fi;tlfl・ノ精製 ：~.組織率的所見

：λ飼料ノ間合 Ill、質験成総総括

4. ij功物の選~ IV、結 論

~·.動物飼育法 文献、附岡説明、 ~f.J'闘

6町骨折手術

緒 ．主E主司－ 

祭養ガ骨折：台f.&:i＝＝－及ポス影響＝就テハ部＝海涙（第一報）或ハ幼若FJt.. 「ラツテ_i(tf~ 三報）

等ヲ使用、ンテ、之レガ検索ヲ行ヒ；！t成績ヲ琵表、シタリ。白lヂ第一報ノ海摂ハ 2群＝分チテ

宜~ヲ行ヒタル結果ハ「ピタミン.＿JC比較的快乏飼料＝テ飼養シタルモノノ骨折治癒ハ之レ

テ掠；y伺i'＇｝ェテ飼養シタ凡モノ＝比シテ甚グ不良＝シテ著シク障碍湿滞セラレタルヲ認メ

グリ υ 又第二報ノ三J； ~tj： ラツテ」ヲ 8群＝分チテ賞駁ヲ行ヒグル結果 ＝－ l見レタル骨折治悲ノ

程度ハ、標準飼料或ハ「ピタミン」A快乏飼料又ハ減食試験ヲ行ヒタルモノハ共＝優良ナル

治癒ヲ示シ‘「ピタミンーIA、燐、「カルシ =r..~ ム J快乏飼料ュテ飼養シタルモノ之等.：：.;j（ギ

テ可良ナリ。「ビタミン」A 、 Dff,f~乏飼料或ノザピタミン」A 、 D快乏無限堕類；品多飼料z テ

飼葺シタルモノハ！｜直次相次ギテ治癒良好ナリィ

「ピタミン」人、 D、燐、「カルシユーム」快之飼料エテ飼養シタルモノ＝アリテハ前者・ 2

よヒシテ治法不良＝シテ、又「ピタミン」A、D無機盤類快乏飼料ヱテ飼養シグルモノユアリ

テハ、 ；t;{(t~極メテ不良ニシテ杢群r!l最下位＝アリシヲ沼メタリ。更＝本篇ェ於テハ長期間

＝豆リテ飼養方法ヲ異ェシグル「ラツテ」ノ、成熟＝建シタル時期＝於ケル骨折治癒＝＝－ 1~： -r

1f~；シタル成績ヲ報台ヒシト欲ス J

I＇賓験方法

本質験方法ノ大要ヲ述プレバ、標準飼料ヲ以テ飼養シ年齢略二ヶ月牛＝建シタル正常設

育中ノ「ラツテ」ヲ 8群＝分チ、第1ー7群迄ノモノハ各見レル飼料ヲ給典シテ自由＝捕取セ

シメ、三ヶ月牛＝亘リテ飼養九ms群ノモノハ第 1群ト同一標準飼料ヲ制限給J]Q.シテ同・

拡間減食誌験ヲ行ヒ、第 1群／；僚J'1f飼i"fヲ白rl1＝捕取セシメタルモノハ既＝正常成熟ヲ去を；

グ、他群ノモノ zアリテモ年齢ェ於テハ同一ナル時期ニ、之等「ラツテ」ノ助骨＝一定ノ人工

的骨折ア施：：.－ , 20R f.l並ニ夕、ElFi ＝＝－ 於うル’E抗；台暗ノi翠皮7伺．剖事的、「レントゲシJ撃的



同町、祭義ノ骨折治癒エ及；J；・ス影響ノ 'f'.'.Y-,t.A~研究 ヨユ3

並＝組織接的＝検シタルト同時＝111＇セテ一般経過＝就テモ詳細ナル観察ヲ行ヒタリ。

1飼料ノmi揮、 2.飼料ノ精製、 3飼料ノ配合、 6.骨折手術等＝アリテハ本研究第二報ノ

モノト同一ナルヲ以テ省略ス。

4.動物ノ選揮

賀験＝使用シク ｝J,「ラツテ」ハ標準飼料ヲ以テ飼養シタル年齢二ヶ月今＝建シグ JI-正常設

育中ノ雌雄各街頭ヲ 8群＝分チ、第1-7群迄ノモノェハ各群毎＝異νル飼料ブ給典・シテ自

rl-1 ＝擁取セシメ、第8群ノモノエハ第1群ノモノェ給奥シグルト同一標準飼料ヲ制限給奥自JJ

各自開重ノ十八分ノー量（之レハ他群動物 ~1l ＝於ケ｝J,最少飼料揖取量ナリ〕宛ヲ一日ノ飼

料トシテ減食試験ア行ヒタリ。市シテ各群共ニ 3ヶ月牛ヲ経過シ年齢約 6ヶ月＝シテ、第

1群ノ；標準飼料ア自由＝捕取セシ f タルモノニアリテハ既＝正常成熟ヲ遂ゲ、イt群ノモノ

ニアリテモ年齢＝於テハ第 1群ノモノト略同一＝シテ、詑2-7群迄ノ「ピタミシJAfr~z飼

料ア給奥シグルモノ＝アリテノ、、該「ピクミンJ快乏症刊J:JWHR乾燥症AAヲ護現シクルモノア

選ピテ貰験＝供シ骨折ア焔シグ •） 。賓験ヲ格了シタル48頭＝就テ述ブレバ弐ノ：如、ン。

‘第1群「ラツテ」5頭ハ標準飼料ア以テ飼養シタ JL、間重雌ニアリテハ18！｝［以上、雄ニアリ

テハ318瓦以下＝シテ平均257.8瓦ヲ有スルモノヲ賞験＝供シ骨折ヲ施シタリ。

第2群「ラツテ」7頭ハ「ピクミシ」A並＝ D敏乏飼料ア以テ飼養シタル、惜重雌＝アリテハ

130瓦以上、堆＝アリテハ231瓦以下ユシテ王子均192.7瓦ヲ有スルモノヲ賞験ニ供シ骨折ヲ施

シタリ。

第3群一ラツテJ5頭ハ「ピタミン」A.D並＝無機堕類快乏飼料ア以テ飼養シタ ｝J,、開霊雌

エアリテハ116瓦以上、雄＝プリテハ186瓦以下ニシテ千均 145瓦ヲ有スルモノヲ貧験＝供

シ骨折ア施シタリ。

第生群「ラツテ」7頭ハ「ビタミンJA 、 D快乏11!~機瞳類過多飼料ヲ以テ飼養シグル、髄重雌

ニアリテハ141瓦以上、雄ニアリテハ242瓦以下ニシテ千均 177.8瓦ア有スルモノヲ貫験ニ

供シ骨折ヲ施シタリ。

5f',5群「ラツテ」7頭ハ「ビタミンJA、D並立燐及ピ「カルシユーム」快乏飼料ア以テ飼養シ

クル、臨重雌ニアリテハ122瓦以上、雄エアリテハ188瓦以下エシテヱi主均 150.7J［ヲ有スル

モノヲ賓験＝供シ骨折ヲ施シタリ。

第6群7ラツテ」6頭ハ「ビタミンJA並＝燐及「ビカルシユ戸ム」快乏飼料ア以テ飼養シタ

Jレ、盟主主雌＝アリテハ132瓦以上、雄＝アリテハ175瓦以下 Jモノ＝シテ千均 152.7瓦ヲ有

スルモノヲ質験＝供シ骨折ア施シタリ。

第7群「ラツテ」5頭ハ「ピグミン」A快乏飼料ヲ以テ飼養シタ ｝J.,、障室雌＝アりテハ 1C2瓦

tr. L雄＝アFTハ21き瓦以下＝シア’f-;I匂18生瓦ヲ有スルモノヲ寅験＝供シ悟折ヲ地シグ l;"
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第8群..－ラツテ」 6頭ハ摂津飼料ヲ以内成食試験自IIチ各隠重ノ 18分ノ1量ノ標準飼料ヲ毎日

制限給奥シタルモノ＝予テ、鰭ill雌＝アリテハ：：.s2瓦以上、雄＝アリテハ270瓦以下＝シテ

平均？.＼，7.7瓦ヲ有スルモノヲ質強＝供シ骨折ヲ苅jシタリ c本群動物＝給典シタ Jl..飼料ノlhiJf現

量ハ他群動物中ノ最少飼料嬬取量ト等量ノモノナリ。

5動物飼蓑法

動牧飼養宝、動物容君事、飼料≫..ピ飲料容器等其他ノ注意＝ア Fテハ第二報ノモノト同様

ナリ。貰験開始骨折後動物 z給奥シタ j~飼料ハ第1-7群迄ノモノ＝ハ動物選揮ノ項＝述ペ

タル骨折前＝給奥シタルモノト同一飼料ヲ継績給奥シテ自fh：事務取セシメタリ。減食試験

ヲ行ヒタ A モ Jニアリテモ刻、骨折前1、同様＝シテ各陣重 J18分ノ 1量ノ標準飼料ヲ毎日計

量給奥ンタリ。

II、賓験成績

I.一般経過並＝解剖・撃的所児

第 1群（綬ヰ飼料群）

本群五頭ノ「ラツテ」ハ賓験開始骨折時＝アリテハ平均轄軍部7.8瓦ヲ有シタルモノナリ。

骨折後鰻重漸次減少シテ再ピ骨折時＝故復セザリシモノ二頭アリ シモ、他ノ三頭＝アリテ

ハ減少シタル腫重モG-7日後ュ ，骨折時＝挟復シタリ ＂質験中ノ、特＝質化ヲ認、メズ正常成

熟ノAA態ア維持セリむ質験絡了時ノ健霊J、雌ハ189瓦以 1－.、雄ハ325瓦以下＝シテ平均 259.4

Jf.ヲ有シ殆ンド骨折時ノ開霊ヲ維持セリ。

解剖事的所見＝アリテハ皮下其・他ノ脂肪並＝内部諸臓部ノ護育ハ良好＝シテ費化ヲ認メ

ズ。骨折郁ノIf向睦商ヲ被フ4次官f組依ハ骨・折後20日目ノモノユアリテハ向M＇起 スルモ Jアル

号、 4'.l日目ノモノ＝アリテハ僅カ＝創痕ヲ認メル＝過ギズシテ骨折治癒著シク良好T.ルヲ

想像セシム。

第 1 表

l 慢 蛮骨折時ノ
動物品 -t ~~IE ユ快

山 i i 復 7.11/迄骨折ノ時貸験ノ j終
lノ日数

i 烹 I '!i:i ff 

別 会 I318 I 泊－:i I 7 

21°1＇.！会｜初 oI 292 
判；；♀ Irno 
t川♀ I 18-1 

1¥)6 

}:',!) 

7 

5 

本群葺験ニ於テ前＝述ペタ ）J,所ヲ第 1表

＝示ス。表中ーハ骨折－後健重漸次減少シタ

ルモノ＝シテ、＋ハ漸次臨重増加lシタルモ

ノナリ。

第 2群（「ピタミン」A、D快乏飼料群）

本群七頭ノ「ラツテ」ハ賓験開始骨折時＝ア

日伯 tI ＇.！~，； i 2!Js 1 ー リテハ平均樟重 H>2.7瓦ヲ有シタルモノナリ Q

平均 ！ ~Gl.8 : '.r>ll.・11 

' I 骨折後＝アリテハ棺重ハ何レモ減少シタル号、

内一頭ハ七日後＝於テ骨折時ノ慌重＝t災復シタルモ共後ハ持ピ減少シタ＼） ....他ノ G頭ハ骨

折f炎瓶次減少シテ遂と＝快復シタル宅ノナシ。質験「Jiハ元気相代表ノ灯、制ヲ呈シ従ツテ食
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懲ハ減退シ、何レモ限乾燥症刊kヲ主シタリ。賓験修了時ノ韓重ハ雌ハ100瓦以上、雄ハ'206

瓦以下エシテ平均 166.l瓦ヲ有シ、之レヲ骨折時三比スレバが・J14%ノ減少率ヲ示セリ。

解剖率的所見ニアリテハ皮下脂肪ハ柏少量ニテ内部諸臓器ハ一般＝護育不良ニシテ骨質

ハ梢脆弱ノ感アリ。骨折部胸腔百ノl故部組紘一ハ骨折後20日目ノモノハ一般＝著シク隆起シ

テ尖形ヲ主シタルモノアリ、 4r）日目ノモノニアリテハ腫張ノ程度ハ遁カ＝減退セルモ向精

犬ナル隆起ヲ示スモノア~ 0 

ヰ；群貰験＝於デMIJ"'"iliペタル所ア第2去＝示ス。

第 2 表 第 3群く「ピタミン」A、D並＝無機監類快乏

動物 ｜｜｜ 担幽 官品一 I復悌骨折重時ニ依ノ 飼料群）

番f虎性骨阻折ノ時l質殴ノJ終 本群五頭ノ「ラツテ」ハ賓験開始骨折時＝ア！ノ日数

206 ♀ 2~.－） 
克l

195克 リテハ平均腫重 1-!i瓦ヲ有シタルモノナリ n

207 会 212 l¥Jl 7 骨折後＝アリテハ何レモ館重ハ漸次減少シ途
20討会 ~：n 2CG 

209 i 向－。－。~ 197 ヒェ骨折時ノ値重＝快復セズ。賓験中ノ護育

210 会 1% 173 j{)（態ハ極メテ不良ニシテ何レモ限乾燥症欣ヲ
211 念 134 101 

呈シタリ‘宜政経了時ノ韓重ハ雌ハ82五以上、
21ヨ♀ 130 11)0 

＇￥ 均 1 1リ2.7J 16U 雄ハ 1-13瓦以下＝シテ平均 108.2瓦＝テ、之

レア骨折時＝比スレバ約2G足ノ減少率ア示ス。

解剖・撃的所見＝アリテノ、一般＝皮下其他ノ脂肪＝乏シク、内部官臓器，、萎縮高度エシテ、

骨様、筋肉ノ護育モ概シテ著シク貧弱ナルモノ多ク、骨質モ枢メテ脆弱ナリ。骨折部胸腔

酎ノ軟部組織ーハ何レモ隆起シテ骨折ノ治癒甚グシク不良ナルヲ想像セシム。

本群賓験＝於テ前＝述ベタ JL所ヲ第3表＝示ス。

知一…

214 i 
215 ♀ 

216 6 
217 ♀ 

平均

表士一一一
れ一惚一即一山

186 I 1.;:; 

118 国6 ; 

17:1 I J.;L 

116 8:l 

145.0 108.2 

ノ放迄一←日

折亙ス日一一

第 4群（「ピタミン） A 、D快乏力！~機堕類過多

飼料群）

本群七頭ノ「ラツテ」ハ質験開始骨折時＝ア

リテハ千均轄重 177.8瓦ヲ有シタルモノナリ。

骨折後減少シタル瞳重ヲ、八日後＝牧復シタ

ルモノー頭アリタルモ共後ハ再ピ減少シ、他

ノモノ＝アリテハ漸次減少シテ途ヒ＝骨折時

ノ控室＝快復シタルモノナシ。質験中ハ護育

不良＝シテ何レモ限乾燥症欣ヲ~シグリ。質験怒了時ノ腫重ハ雌ユアリテハ117瓦以上、雄

ιアリテハ 198瓦以下＝シテ千均 Hつ3瓦ヲ有シ、之レヲ骨折時＝比スレバ16%＇ノ減少率

ヲ元．ス心



25主 日本外科安傾l 第じ悠筋二扮

解剖製的所・昆＝アリテハ皮下共他脂肪ハー盟富エシテ、内部諸臓器ハ一般＝張育不良エシ

テ骨質モ亦舵弱ナリ。骨折部胸腔面ノ軟部組織ハ概シテ隆起著シキモノ多シ3

ffilj物
呑競

2 [¥) 22.J. rn:i 

20乃 172 

150 117 

2:ll) 198 

141 125 

148 118 

li'i.8 H¥J.3 

本群七頭ノ「ラツテ」ハ貰験開始骨折時＝ア

リテハ鴨重平均 1.30.7瓦ヲ有シタルモノナリ。

骨折後ェアリテハ何レモ賠重ハ漸次減少シテ

途ヒ＝骨折時ノ催。重；：.t災復シタルモノナシn

貰l験中ハ護育甚グ不良＝シテ何レモ限乾燥症

AAヲ呈シタリ凸賓験絵了時ノ瞳重ハ雌＝アリ

テハ93瓦以上、雄ハ145瓦以下ユシテ平均12)

218 

A

N

T

A

J

J

 

O
F
J
o
y

－
0
6
 

0
“

の

ん

の
G

22.1 

~24 

平均 l

瓦ヲ有シ、之レヲ骨折時＝比スレバ約20.%ノ減少率ヲ示セリ。

解剖撃的所見＝アリテハ皮下共他脂肪＝乏シク筋肉及ピ骨勝ノ愛育ハ甚ダ不良＝シテ、

骨質モ脆弱ナリ。内部諸臓器ハ一般＝萎縮セリ。骨折部胸腔面ノ軟部ハ骨折後20日日ノモ

ノ＝アリテハ著シク隆起突IHセルモノ多ク、白日目＝アリテモ向隆起セルモノ多シ Q

本群貰験＝於テ前＝述ベタル所ヲ第5表＝示ス。

第 5 表 第6群（「ピタミン」A，燐、「カルシエ｛ムJ

｜ 卜Eト折時ノi 憾 窓｜
動物 ！ 神霊ユ依
鰍性「一「ー ｜復スル迄

l骨折ノ時＇［＇ f勝ノ終
； lノ日数
l 耳寛 fl

2~；，♀ I i:i.i I 山

226 ♀ I rn;; , i.m 
227 ♀ I i:>2 I 10;; 
228 ♀ I 139 I 10:: 
22J 6 I i討ti i ];;c) 

2fi0 ♀ I i:・n I 111 
231 6 I liG I 14可

t~之飼料群）

本群六頭／「ラツテ」ハ貰輪開始骨折・時三ア

リテヘ千均鰹重 1:;2.7瓦ア有シグルモノナリ。

骨折後ハ何レモ臨重漸次減少シテ途ヒニ悦｛瓦

シタルモノナ、ン。質験中ノ護育ハ主主グ不良＝

シテ何レモH~乾燥症!Vt ヲ呈シタリ 賓験f.~了

時ノi睦重ハ雌ュアリテハ 107瓦以上、雄＝ア

平均 1 Li0.7 ; 1~0.0 リテハ 133瓦以下＝シテ千均 125瓦ヲ有シ、

之レヲ骨・折時＝比スレバ約17%ノ減少率ア示セリ。

解剖接的所児＝アリテハ皮下共他脂肪＝之シク筋肉、骨酪ノ護育モ!JJ-不良エシテ、骨質

ニE一般＝脆弱ナリ。内部諸臓椛ハ萎縮ス。骨折部胸腔国ヲ被フ軟部組織ハ十j・折後201ヨ目ユ

アリテハfAJ著シク隆起シタルモノア 3シモ、 40日目＝於テハ晴ンド司王滑トナルモノアリ。

本群質強＝於テiJ[j述シタル月（7第6表三示ス J
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第 6 表

I i骨折n:~·，ノ
｜総 :ID: I 

動物 叫｜－ i縛w:ニイ臥
'"・ / I 拍ヲ ι廿

一一一｜骨折ノ時l蛾竺己旦生
I 一一五： 一一苛一一－ ［j

2月Z ~ j I.Ji> ! 1::1 

2:::.i. ♀ I rn2 : l叩

2:;4 ♀ I 140 , 1m 

::1：；♀ I 1;,4 : 1二4

!!36 6 I i1:; 1::.> 

'.!:;1 ♀ I 170 l:JL 

平均 15'.!.'i 12.j,I) I 

第7群「ピクミンJA快乏飼料群）

本群li.頭ノ「ラツテ」ハ質験開始骨折時＝ア

リテハ平均関委： 184瓦ヲ有シグルモノナリ口

骨折後減少シタル檎重ア、7日目＝於テ一度ピ

怯復シタ ）＼.，モノー頭アリタ Jレモ共後再ピ淑弐

減少シタリ。他ノモノエアリテハ骨折後何レ

モ漸次鰹重減少シテ快復シタ Jレモノナシ。質

験中ノ護育ilk態ハ不良＝シテ何レモ眼乾燥症

!U~ ヲ呈シタリ。賢験終了時ノ鰻重ハ雌エアリ

テハ1381・C以上、雄ニアリテハrnn瓦以下＝シテ王子均 1.58.2瓦トナリ。之レア骨折時ニ比ス

レパ約14~；ノ減少率ヲ示セリ。 、

解者lj接的所見ニアリテハ皮下其他脂肪＝乏シク内部諸臓格ハ一般ェ斐：紡セルフ認ムじ然

レドモ骨質ノ硬度ユアリ テハ第 I群ノモノト大差ヲ認メ 7.•o 骨折・部胸腔而ヲ被フ軟部組織

ハ骨折後20日目 F モノ＝アリテハt~i隆起~i~i大ナルモノアリシモ、 40日目ニアリアハ僅ヵ＝

隆起セルモノアルモ殆ンド平治トナル。

本群賞験＝於テ前主~シタル所ヲ第7表＝示スむ

第 7 表

ノ
快
迄
一
一“

時
一
ニ
市
数
一↑

一純一勧川
一

一一絡

一均

3

一
ノ
市
川
的
問
閉
山
川
崎

d
u

章
一
防

－
－L

日

H
U
μ
H
－

一’良

一一

b
t

J
L民

、
y

－
川
一

0

5

d
け

2
J
U
M

骨
一
）
一

8

7

1

H

Q

U

白

鳳

官

一

円

庁

1

1

－

唱

A

け
－

a

Z

V

A

e

－

一酎一一

性

♀

国
主

－－

8

中
古

一

動
番
↑
↑

2

2:m ♀ 

240 6 
24l ♀ 

z .. t? 6 

平均

7 

第 8群（減食試磁群）

本群六頭ノ「ラ フテ」ハ寅験開始骨折時＝ア

リテハ平均鰹Hi~ 207.7J[ 'l有シタルモノナリ。

重折後＝＞ ...，.リテハ健軍漸次減少シタ Jlモノ一

頭アリタルモ、他ノ五頭ハ一度減少シタル韓

霊モ、三日 ｝~至 1九日後エハ骨折時＝怯復シタ

リ。質験rfIノ護育ilk態ハ勿論第 1群ノモノ品

比シテ劣レルモ箸シク不良ナラス、a質験終了

時ノ髄重ハ雌＝アリテハ1必瓦以上、維＝アリテハ2G2瓦以下＝シテ2［三均 207メエEヲ有手碕

シド骨折時ノ鰻重ヲ維持セリ。

解剖事的所見＝アリテハ内部諸臓採＝於テ特＝壁イi：ヲ認メザルモ皮下共他ノ脂肪ハ僅＝

少量ナリ e 骨・郁ノ護育ハtr~ 1群ーヲツテ」＝比シテ梢劣レリト撒モ骨質ノ~度ニアリテハ差

異ヲ認メ難シ、官・折部胸睦面ヲ被フ軟部組織ハ骨折後 0日目 Jモノ＝テハ向隆起スレドモ．

40日目ニアリテハ殆ンド千j骨zシテ骨折治癒著シク良好ナルヲ想像七シム。

本群貰験ニ於テ前述シグル所ヲ第8表＝示ス。
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第 8 表 2「レシトゲンJ事的m見

第 1 群（~；砕飼料）
!Fl:，物性 1 慌 重 賞ニ依
棚 田折ノ内股ノ終スか 骨折後20日目ノモノハ雨骨折端ハ既＝f]・梁

I lノ日数

~70 完1' 
LI 連絡ヲナシタルガ如ク紡錘形ヲ呈スルモ陰影

'.WI i 
2・g ♀ !Gl 160 5 ハ著Jレシク濃厚ナラズ。骨折後4.0日目ユアリ

'..:4五会 ~62 15 
テハ骨折端ノ癒合セル部ハ僅カエ杭鍾形フ呈

'..:.J•~ ♀ 16'.) 167 15 

2・17 古 ‘＿！！）＇ラ、 261 10 シ、陰影ハ他ノ肋骨ト殆ンド差異ア認ヌ難ク、

2・I：＞♀ 152 I 142 日
治癒完成シタルモノノ如シρ

平均 ':_()7.7 i 207.8 
第2群（「ピタミンJ＼、E快乏飼料群）

骨折後初日目ノモノハ雨骨折端ハ著ルシク腫張シテ陰影ハ濃厚ナリ し米グ骨梁連絡ヲナ

サズシテ雨端問＝ハ光線ヲ透過スル帯J伏部分ヲ挿扶セリ n 骨折後40日目三アリテハ骨性連

絡アナシテ紡銭形ヲ呈シ、他ノ肋骨・＝比シテ陰影僅カエi民、ンQ

第3群（「ピタミシ」A、D、無機盟類快乏飼料群）

本群ノモノハ一般エ骨質 J陰影ハ淡部＝シテ、 f]・i,月後20日目ユテハ骨折端ハ収皮ノ股張

ア呈シ陰影ハ僅カ＝濃キモ、雨端間＝ハfl・梁化セザル光線ヲ透過スル蹟キ帯欣部分ヲ挿挟

ス。骨折後40日目ェアリテハ20臼目ノモノ＝比シテ雨骨折端ハ臆張利i高度ナ）！.－ モf,',f雨情問

＝ハ光行；： ヲ透過スル未ダ脅梁化セザル康キ持~K部分ヲ挿扶シテ官·'i'J：.連絡ナシn 睦張セ ）J., 雨

骨折端ノ陰影モ極メテ1/!J.クシテ他ノ肋骨＝比シテ著ルシ寸差異ア認メ機シ。

第4群（「ピタミシJA、D快乏無機墜類過多飼料群）

骨折後初日目ノモノ＝アリテハ雨’骨折樹ハ日主張シテ利i山手ナル陰影ヲ示スモ、共問＝，、

米ダff梁化セザル部分ヲ挿挟セリ。骨折後40日日＝アリテハ問先子、特梁連絡ヲ ナシテ勧銀

形ヲ呈シ柏漉！字ナル陰影ヲ示セリ。

第5群（「ピタミン~A 、D、燐．「カルシユームj快乏飼料群j

本群動物ノ骨質ノ陰影ハ一般＝淡ク、骨・折後20日目＝アリテハ雨骨折端ハ殆ン r腫張ア

皇セズシテ法影ハ極メテ淡ク、治癒ノAAヲ認メ難シ。骨折後408fl＇＂＇＂アリテモ雨骨折す高間

エハ尚光線ヲ透過スル部分介在シ、骨・梁連絡ハ疑ハシク陰影モ淡シ。

第6群erピタミンJA、燐、「カルシユーム」trP,乏飼料群）

骨折移；20日目ノモノハ雨骨折端ハ軽度ユ腫張スレドモ骨梁ノ連絡ハ不明＝シテ陰影ハll'J

i良厚ナリ I 骨折後40日間 zアリテハ哲・折端ハ骨梁連絡ヲナシ紡鋸欣ア呈シ陰影ハ和濃厚ナ

リ。

第7群（「ピタミンJ.＼快乏問料群j

骨折後初日目＝アリデハ雨骨折端ハ著シク臆mシテ浪！字ナル陰影ア示 シ、F合ンド骨梁連



阿部、祭主主ノ骨折治癒ニ及ポス影響ノ1il:験的研究 2・11 

絡ヲナスガ主11キモ尚光線ア透過スJt.-化骨セザJいj、部分ヲ認ム。骨折後却日目＝テハ雨骨折

端ハ骨梁連絡ノ欣明カエシテ新鍾；i犬ヲ呈シ陰影ハ柏濃厚ナリ。

第8群（減食試験群）

骨折後 20日目＝テハ雨骨折端ハ既＝骨梁連絡ヲナシテ大ナル杭鍾欣ア呈シテ陰影ハ潰

厚ナリ。骨折後白日目＝テハ癒合完成シテ僅ヵ＝新盤欣ヲ呈スル＝過ギズシテ、陰影モ

他ノ肋骨＝上ヒシテ著ルシキ差異ヲ認メ雛シ0

il. 組紘一準的所見

第 1群（標準飼料群）

骨折後初日日＝アリテハ骨折部＝ハ骨梁多数形成セラレ雨骨折端ハ既＝骨梁連絡ヲナ

シ‘骨膜ハ肥i享シ皮質内骨髄腔ハ蹟大セラル。遺骨細胞ハ甚グ多数＝シテ、骨髄九霧粗ナ

）＼，国形細胞朕ヲ呈ス。骨折後生0日自主テハ皮質ノ厚サハ粁j不同ナルモ治癒完成シ骨梁ノ

遺残スルモノ少数ナリ。

第2群「ピグシンJA.D快之飼料群）

骨折後 20日目ーテハ骨折端ハ倫明カ＝シテ雨端問＝ハ中等度ノ織維性「カルルス」及

軟骨形成セラルルモ骨梁化セJt.-部分少ナシ。骨折後 40日目＝アリテハ非薄ナル官・皮質ハ

連絡シ皮質内骨髄陛ハ康シ、多数ノ骨梁ハ網II犬＝形成セラレ骨性連絡ヲナスモ向軟骨ノ残

存アリ。骨梁ノ周国エハ遺骨細胞梢多数アリテ、骨髄ハ固形細胞性トナル。

第3群（「ピクミン」A.D無機堕類快乏飼料群〕

骨折後初日目＝アリテハ骨折端ハ柏肥厚シJカルルス」ノ殆ンド全部ハ樹：}Jg性＝シテ

軟骨及ピ骨梁ハ少シ、骨膜ハ和肥厚シ骨髄ハ脂肪＝富ム。骨折後 40日目＝アリテモ雨骨

折端ハ明カ＝シテ、「カルルス」ハ識維及軟骨＝シテ骨膜下＝少数ノ骨梁形成アル＝過ギズ、

骨髄ハ脂肪＝富ミ化骨極メテ不良ナリ。

第品群（「ピタミシ」ム D 快乏無機臨類過多飼料群）

骨折後20日目＝アリテハ雨骨折端ハ明カニシテ其間ニ大ナル額放物ヲ臓ス。織粧性「カ

ルルス」及ピ軟骨ノ形成ハ少クイヒ骨・不良ナリ。骨折後 40日目ニア Fテハ骨梁ハ多敢形成

セラルルモー側＝ハf~j'軟骨組織アリ、遺骨細胞ハ柏多数＝シテ骨髄ハ脂肪性ナリ。

第 5群（「ピタミン」A.D.燐、「カルシユ｛ム3,1(乏飼料群）

骨折後 20日目ユテハ「カルルス」ハ主トシテ中等量ノ軟骨ニシテ一部織純性ナリ。皮

質内骨髄陸ハ柏蹟大セラレ、骨’髄ハ繊維性ニシテ、遺骨・細胞甚グ少数ナリ ω

骨折後 40日目＝アリテモ「カルルス」ノ形成ハ貧弱＝シテ軟骨、骨梁共ュ少数ナリ。

骨梁像ニモ遺骨細胞ハ少ク、骨髄ハ脂肪＝富ミ充血セリ。骨梁連絡ア認、メズ。

第 6群 L「ビタミンjA. :!'t!去、「カルシユー ムJflih乏飼料群）
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骨折後rn日！ヨノモ Jニテモ骨梁形成ハ梢多量＝シテ軟骨ハ少シ。骨折後40日目ニアリテ

ハ骨折都ノ骨膜ハ肥厚三、皮質内骨髄佐形成セラレ、叉多量ノ骨梁形成ニヨリ連絡スルア見

JJ..-。：圭骨納胞ノ多キ場所ハ少キ場所ヨリモ'l'r梁形成多ク、骨架間三ハ融雄性骨髄ア y、

第 7群（「ピタミシtA快乏飼料群）

骨折筏 2（）日目ニテハ既＝多量ノ骨梁形成セラレテ殆ンド骨何；連絡ヲナシ軟骨ノ遺残少

シ。非常＝多数ノ遺骨細胞ト『ド等霊ノ破骨細胞アリ。骨髄ハ一部繊維性ナルモ大部分ハ間

形細胞性＝シテ充血セ九骨折後羽目日ェテハ骨皮質ハ厚ク治癒完成シ骨梁ノ遺残スJレ

モノ少数ナリ。骨梁俊＝ハ活骨細胞精多数アリ。

第 8群（減食試験群）

骨折後 20日目ェテハ骨梁ハ多数形成セラレ骨性連絡ヲナシ、活骨細胞ハ甚ダ多数ナリ。

骨髄ハ固形細胞性ナルモ一部棚上性ヲ呈ス。骨折後初日目ノモノハ向骨皮質ノ j享サハ不

同エシテ、遺骨細胞ハ略正常ナリ。骨梁ノ；宣残スルモノ少ク骨髄睦ハ摸大セラレ骨髄ハ固

形細胞性エシテ治癒完成ス。

III、費験成績穂括

一般経過＝アリテハ各群盟j物ノ賓験開始骨折時ノ護育欣態ヲ比校スレバ、第1群（標準

飼料群） lモノハ最モ良好＝シテ既＝正常成熟ア途ゲ、第 8群ノ減食試験ア行ヒグルモノ

ハ5tn群ノモノ＝上ヒシテ不良＝テ、開重＝於テモ可成リ著ルシキ差異アリテ約五分ノー量ノ

減少ヲ見ル。第2群（「ピタミシJA.D 快乏飼料群）ト第7群（「ビタミシJA. ¥rue乏飼料

群）ノモノハ之等＝弐ギ漸次不良ナリ。第4群（「ピタミンJA. D 快乏無機堕類過多飼料

群）ノモノハ前壬群ノモノ＝弐グ不良ナル護育欣態エアリテ、臨重＝於テモ第 1群ノモノコ

比シテ約三分ノー弱ノ減少ヲ示セルモノナリ Q 第 5群；「ピタ EンJA. D.燐、「カルシユ

ーム」快乏飼料群）ト第G群（「ピタミンJA. i簿、「カルミユームJ快乏飼料群〕ノモノ

トハ甚グ不良ニシテ、其鵠重ヲ第 1群ノモノ＝比スレパ約五分ノ三ヲ保有スル＝過ギズ。

第3群（「ピタミンJA.D. efll~機盤類紋乏飼料群）ノモ J ハ極ヌテ不良ナル護育欣態＝アリ

ヨ子、第1群ノモノエ上ヒシf著j｝..－ シキ差異ア示シ、関重ニアリテモ五分ノ三＝及パザルコト建

ク、貧弱ナ Ji.-程植ヲ維持セリ。然レドモ之等ノ「ラツテ」ハ年齢＝於テハ何レモ略同一ナ

ルモノ＝シテ、資験開始前ノ長期＝豆JI-飼育方法＠［Jチ飼料ノ差異ガ斯カル結果ヲ来シタル

モノト謂フ i1j手。

資験開始骨折後＝アりテ第1群ノ標本飼料ア給奥シタルモノト、第8群ノv戎食試験ア行

ヒタ iiモノェテハ、惜霊減少シタルモノモ骨折後五日日乃至十五日目エハ骨折時ノ韓重ユ

悦復ιタルモノ多ク、漸次減少シタルモノ少数＝シテ、質験絵了時ニ於テモ殆シド質験開始

時ノ鰻重ヲ維持セリ。第2群ノ「ピクミン」 A司 D.快乏飼料ヲ給奥シタルモノト、第7鮮
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． 
ノビタミンj A 快乏飼料ア給拠シタルモノハ、順次相次デ不良ナノレ愛育j伏態ア；示シ、骨折

後減少シタ；i 障重ヲ七日後＝怯復シタルモノ開群共各一頭宛アリタ；J, モJ~後z ハ漸次再ピ

減少シ、叉他ノモノニアリテハ何レモ骨折後ハ睦重漸次減少シタリ。之等ヲ骨折時＝比ス

レバ共＝約14%ノ減少率ヲ示セリ 。第生群ノ「ピグミン」A.D1快乏無機堕類過多飼料ヲ給典

シタルモノ＝アリテハ、前f者間群ノモノ＝比シテ－JE-不良エシテ、骨折後八日目エ於テ間

重一度ピ快復シタ ）！－ モノ一頭アルモ共後ハ！咋ピ減少シ、叉他ノモノハ何レモ漸次減少シ、

骨折時＝比スレパ約 IG%ノ減少率ヲ示セリ。第5群ノ「ピタミシ」ιD.燐及ピ「カルシユ

ーム」快乏飼料ヲ給:!]itシタルモノト、第6群ノ「ピタミシ」A、燐及ビ「ピカルシ」｛ム」快乏

飼料ヲ給奥シタルモノハ甚グ不良＝シテ、値重ハ何レモ漸次減少シテ骨折時ニ快復シグJレ

モノナシ。之等ア骨折時＝比スレバ第5群ノモノハ約三0話、第6群ノモノ＝アリテハ約

17.% ／減少率ヲ示セリ。第3群ノ「ピタミンJA. D.無機墜類快乏飼料ア給奥シタ ）J,モ

ノハ全群中最モ不良ナJレ護育j民態ア皇、ン、骨折後ハ何レモ値重漸次減少著ルシクシテ、之

レヲ骨折時＝比スレパ約 25%ノ減少率ア示セリ。

解剖撃的所見＝於テモ第1群ノ；標準飼料ヲ給奥シタ Aモノハ内臓共他＝費イヒヲ認メザル

モ、第2群ノ「ピタミン」A.D快乏飼料ヲ給奥シクルモノ、第7群ノ「ピタミン」A快乏飼料

ヲ給奥シグルモノ ~lE ＝＝－第8群ノ減食試験ヲ行ヒタルモノエアリテハ精脂肪＝乏シク、且ツ

内部臓器ハ一般＝護育不良ナ九骨質ノ硬度＝アリテハ第7群ト第8群トハ第1群ノモノ

＝上ヒシテ差異ヲ認メ難キモ、第 2群ノモノ＝アリテハ脆弱ノ感アリ 。 第主群ノ「ビタミ

ン」 A.D快乏無機盤類過多飼料ヲ給典シタ ｝］， モノハ皮下其他一般＝脂肪＝宮ム。第5群ノ

rピタミンJA. D.燐及ピ「カルシューム」紙芝飼料ヲ給輿シグルモノト、第6群ノ「ピタ

ミシ」A燐亙ピ「カルシユ F ムJtJ~乏飼料ヲ給奥シタルモノェアリテハ、何レモ骨僚ノ護育

ハ不良ェ・シテ皮下共他ノ脂肪＝乏シク内部諸臓告書ハ一般＝萎縮む骨質モ甚ダ脆弱ナリ 。 ~~

3群ノ「ピタミン」 A. D.無機堕類快乏飼料ヲ給奥シタJレモノハ骨骨香ノ聖育極ヌテ不良

ナルモノ多ク内部諸臓l¥'lfモW＇箸 シク萎縮ノ；［）（ヲ呈シタリ。

「レントゲン」型的所見＝於テハ骨折後20日目＝アリテ、第1群（標l'f群料群） l・ 第8群（減食

詰験群jトハ骨梁形成＝ヨリテ雨骨折端ハ連絡シテ大ナル紡錘形ヲ是シ鞘濃厚ナル陰影ア投

ズ。第7群「ビタミン」 A快乏飼料群）＝アリテハ骨折端ハ著Jレシク腫張シテ殆ン F骨梁連

絡ヲナスガ如キモ向一部光線ヲ透過シ、完全ナル紡錘形ヲナサズシテ陰影ハ和濃厚ナリ口

他群ノモノーアリテハ骨折端ハ臆張シ陰影ハ濃厚ナリト雌モ何レモ未ダ骨梁連絡アナサズ

シテ、雨骨折端問＝ハ光線ア透過スノレ調子欣部ア持狭ス、之レ未グ完全ニ骨架化セザル部分

ナリ。多！：＝第3群「ピタミシ」A.D無機盤類快乏群料群）ト第5群；「ピタミン’JA.D.燐、「カ

Jt..・ シユ【ム」快乏飼料群）＝アリテハ「カルルス」ノ形成貧弱ナルヲ見ル。骨折後生日目ュア
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リテハ第7群、「ピタミン＿JA快乏飼料群ハ第2群（「ピタミ y」A.D快乏飼料群）、第G群

「ピタミンJA. 燐、「カルシユーム」快乏群科群）並~ 'i:f~ 4群 （「ピタミ γ」 A.D 快乏

無機！通類過多飼料群）等＝アリテモ雨官・折端ハ完全ュ骨梁連絡シテ紡錘形アナシ陰影モ濃

厚.・r9 r，然レドモ第5群L「ビタミンjA. D.燐、「カルシユーム」快乏飼料群）ニアリテ

ハ向雨端間＝光線ヲ透過スル小部分ヲ挿狭スルガ如ク、之レ米ダ骨梁［じセザル部分ナル可

シ。第3群（「ビクミシJ. .¥.. D. 1H~機臨類快乏飼料群）エアリアハ雨骨折端ハ著ルシク腫張

シテ陰影ハ濃キモ未グ骨梁連絡ナクシテ光線ア透過スル庚キ帯状部分ヲ挿扶ス。第 1群ト

第8群ノモノュアリアハ癒合完成シタ ）＼， ノ像明カナリ n

組織謬的所見ハ第1群（標準飼料群）ト第7群（「ピタミン」 A快乏飼料群）並＝第8群

（減食訴験群）＝アリテハ、遺骨細胞皆明＝シア骨折後 20日目＝アリテ毛既＝骨梁ハ多量

＝形成セラレテ雨骨折端ハ骨梁連絡ヲナシ、骨髄モ固形細胞怯トナル。他群ノモノ＝アリ

テハi＇］与で形成アリト鰍モ、未ダ此ノ時期＝アリアハ雨端ヲ連結スルモノナシ。骨折・後40日

目＝アリテハ第2群（「ピタミン」 A.D快之飼料群）ト第6群（「ピタミシ」 A.燐、「カシル

ユF ム」快乏飼料群Jエアリテハ骨梁形成ユヨル完全ナル連絡ヲ見ルモ、第4群 （「ピタ

ミン」 A.D 快乏無機堕類過多飼料群）及ピ第5群（「ピタミン」A.D.燐、 「カルシユー

ム」快乏飼料群） トニアリテハ未ダ完全ナル骨梁連絡ナク、骨梁間エハ伯J軟骨組紘一ノ遺捜

セノレモノアリ。第3群（「ピタミシ」 A.D.無機堕類快乏飼料群）＝アリテハ「カルルス」

ハ融市fl性並ピニ軟骨大部分ニテ骨梁ノ形成ハ少ク、雨骨折端ヲ連絡スル骨梁ナクシテ化骨

最モ不良ナリ白第1群．第7群及ビ第8群ノモノハ此ノ時期＝アリテハ治癒ハ完成ス。

本質敏三於ケJI.-各群劫物ノ「レントゲン」・繋的並＝組織壊的所見＝ヨル骨折治癒ノ程度ヲ
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的所Ji!i組織事的所見｜概評

標準飼料 首~ 1 位 第 1 1友 i 促良
制限セルt¥'：準飼料 第 2 {it 第 2 位｝
「ピタミンJ！＼依乏飼料 合終 :: 11£ 第：I{ii: 百I良

・ピタミ ；：／JA、焼、「カル'l::l.ーム」鮫乏飼科 ）略同位ユテ
「ぜ評ミ YJ’I、わ飲乏飼料 賀~ 4.5佼

1良
第九位 i

「ピタミ :YJA、］）依乏無機慰霊liii¥¥l多飼料 質事 G f、E 館E,, 1、＇［ ＇ 秤11＇、良
ピタ ミシ川、燐川 割i~ 'j （吃 , 不良

「ピタミ :YJ白入 n，無機E種類依乏飼料 第 81：立 第 8位 jfojq；良
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VL結論

1.「ピタミシJ＇＼.ハ骨折治癒エ ハ碕ンド影響ヲ及ポサザルモノノ如シn

2.「ピタミシJDハ骨折治癒＝密接ナル閲係ヲ有v、治癒ヲ促進セシムル作用ヲナスモ

ノナリ ．

3.無機堕類ハ官・折治癒＝必要快ク可カラザルモノ＝シテ、共有i否ノ、治［1_iユ多大ノ影響ヲ

及ポスモノナリ。

4.無機盤類中燐及ピ「カルシユーム」ヲ快クト雄モ、全然無機聾類ヲ快クモノユ比シデ骨

折治癒ハ良好ナリ。

5.「ビタミンJD快乏ノ場合ハ無機堕類ヲ多量＝給奥シタルモノハ、之レヲ過賞量＝給

[;iii,シタルモノヨリモ骨折治癒ハ遅滞セラル。

6.成熟動物ハ幼浩司j物ェ比シテ骨折、冶癒ハ遅滞セラル。

終 Fニ臨ミテ藤容良知博士並＝初級摩的扮索＝就テハ木村哲二↑専土ノ御指導ト「レン

トグン」接的検索＝於テハ金井良太郎博士、繭島lE、芥l川武雄南率土ノ御援助＝ますシ子

深甚ナル感謝ノ意ヲ表ス。
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Experimental studies of the influence of 
Nutrition on t七eCure of fracture. 

(Report II and III) 

Report II : On the Cure of fracture of young growing albino 

rats feel on various ccrnpcsitron of dietョfora short period. 

Report DI : On tJ-:e Cure of白actur・eof grown albino rats fed 

仁nvarious c< rni;o~ ition of diets for a long period. 

Kenzaburo Okabe 

(From the Imperial Gc,・e刊 mLntInstitute for l¥t:trition, Tokyo) 

Report II. On the cure of fracture of young growmg 

albino rats fed on various composition of 

diets for a short period. 

In 01der to Cι白i臼 minethe inflvence of diets to cure_ the frnc:lme, the author 

ca.uiE:cl out the following experim正nts.

The乱nimalsu日€d for theFe expoin.ents "ere Eelec:ted from日mongthe 3’oung 

gro＼＼・ingalbino rn t~ ， which f正don a i;ormal did, and dhided ido the following 

eight groups, 

Grou1) I. ... ,. ... Animals feel on a normal diet. 

Gooup II ....... Animals feel on a Vii脳 inA and D ddicirnt diet. 

Gronp III ...... Animals fed on a VitBmin A, D and minernl salts de企cient

diet. 

Grnup TY .... Animals fed on a Vitrmin A null D ddicirnt, but rich in 

mineral salts diet. 

Grnnp V ... ー・・・・ Animnlsfeel on a Vitamin A, D, rl:o1 pl:ゎreand Calcium 

《lefi.cien t diet. 

οI oup VI.. .. Animnls fed en n Vitamin A, iihuphoro and Culcium 

defic:ient clic:t 

Group VII ...... Animals fed on a Vitamin A defident diet. 

Grnnp VIII .... Animals f€d on乱 reducednormal diet. 

Tne九1:im:ils、nrefed with tlit clids above mentioned, untilもheend of the 

experiments. 

After n, cerlaine ftriocl (abouも20days in an・rnge) frac:tm・es＇、trem乱deOll 

the ribs of tLe aninwli;:, nncl ouserved the conclitior1s nnd degrees of healing on 

i.J e 10th, 20th, 2Cth and 40th clay of frnc:ture by Auatomii.;nlly, Histologically 

and Rcrntogeuogrnphically. 
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From these experiments, the author found various di任erencesin the con-

ditions of healing among the animals fed 0'1 1h邑differentcomposition of rations. 

Regard to the cure of fractme, the r乱ド of group I. group VII and VIII were 

quickest and t.be be:st condition of all. Group VI was the next to them. Group 

II and groap IV took longer time th'ln the group VI. Group V 1oJk still long 

er, and group III took the long・esttime of all. 

Report III. On the cure of fracture of grown albino 

rats, which fed on varfous composition 

of diets for a long period. 

In order to determine the influence of ration弓t')cnre of fractur臼， theauthor 

cnrrietl ou七thefollowing expe1imentιIn this experiments the author selected 

youug albino rats and fed on a normal diet for 2}mouths. 'rhen, dividecl iuto 

8 gronps, and changed their diets as fallo＂羽

Group I. .・・ ・..Aninnls fed on a nornrn.l diet. 

Group II .. ・・・ Animals fe1l on 九 Vitamin A and D dificient dieも．

Gronp III. .. ー・.Animalsfed on a Vitamin A, D nncl mineral salts defaient 

diet. 

Group IV .ー..Animals feel on a Vit口minA and D deficient, but rich in 

min tr白l円乱ltsdiet. 

Group V ........ Anim~ls fed on a Vitamin A, D, phosphore and Calcium 

cleficien t diet. 

Group VI ...... Animals fed on a Vitamin A, phosphore and C.1l;jum 

deficient diet. 

Group VII ...... Animals fed on a V~tamin Aピleficientdiet. 

Group VIII .... Animals feel on a reduced normal diet. 

These animals wera fed until they reach to the age of G months, and made 

fracture on the ribs of anirn::ils. The author observed the collditions and degr’ees 

of healing on th白 20thand 40th da3ア ofthe fracbre iu Anatomically, Histologi 

cally and Roentogeuographically. The author found a greaもclifference月inthe co・

ncJitions of healing among the animals fed on the different rations. The condi-

tions of healing of group I was quickesも and七hebest of n.11. Group VIII and 

V江 werethe next to group I. Group VI and grou1) IT tool王 longertime than 

the group VII and VIII. Grnup IV took still longer, and group V was 1he next 

to group IV, and group III was longest and worst of all. 

From the obもrvatio ~1 of the日eexperiments (report II arnl report III), th白

nnthor conduded a日 follows:

1. It seem雪 tothat there is no relationship betwciau Vitrn:unin A uncl th~ 
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むureof frn.ctrre. 

2. Yitamin D daes accelerate the cure of fructure. 

3. :'.¥ [ineral salt日 arethe inportant elements to cure the fracture, 

4. Defieiency of Phosphore and Calcium in the rntions give better result 

than deficiency of all mineral salts. 

5. 'I'he cure of fracture of the rats feel on Yit日minD deficient, but rich 

in mineral salts diet, were much delaiecl than the fracture of the rats 

feel on Vibmin D deficient diet. 

6. The cure of the groτn1 rats, were much delaied than the fracture of the 

young rat円．

附園説明

第一乃至第三二岡戸第二報ニ於ケル1rtm量動物幼若「ラツテJノ骨折部「 ν.Yl、ゲ .Y.J光線'.f.~民像ニジテ、

第三三乃至第四八闘ρ 第三報ニ於ケル賀験動物成熟「ラ YテJ ノ骨折部「ννI、ゲ .YJ光線篤良像ナリっ

標準飼料ヲ扮興Vタyレ毛ノ、

第一、二、三、四臼iJ、幼若「ラ yテ」骨折後10日目、 20日目、 30日日、 40日泊、第三三、三四間ハ1ilG

熟「ラ YテJ ノ骨折後20II fl、初日 fl。

‘ピタミ y J・＼、D依乏飼料ヲ給奥Vタル毛ノ、

第五、大、七、八悶川幼若「ラ：？テJ ノ骨折後10日目、 20日目、 30日目、む日目。第三豆、三大l到ハ
成熟 r・ ラ少テJ ノ骨折後初日目、 ・JO日目。

・ピタミ，，－~A,D、無機盟主R扶乏飼料 7給奥ジタル毛ノ、

第九、一つ、一一、 二l舗内幼務「ラツテJノ’！？折後 10日目、 211fl f.］、 :JO日目、 40日目。節三七、三人

鈎ρ 成熟「ラアテ」ノ骨折後20日目、 40日目。

「ピタミン」＇＼， D依之無機盟類過多飼料ヲ紛奥ジ担 fレ毛ノ、

第一三・一四、一五、一六岡ハ幼於「ラツテJノ骨折後lOfJ目、 20日日、：；01-l［］ 、 40f:］日。第三九、 ~I

C闘ノ、成熟「ヲアテ」ノ骨折後初日目、初日日。

「ピタミ Y JA 、 D、燐．「カ Jレジニι ーム」飲乏G， ~Ji'I· 7給奥Vタル毛ノ、

句4・h 一八、一九、二コ［付］ ＇＇幼打「ヲツデ J ノ骨折後10日目、 2011ll、：；orr rr、』OH日0 •'.f>f/tl--, 
.f!tlニ閲ハ成熟「ラアテ」ノ・r・H1r後日付日日＇ 40 fl fJ。

「ピ担ミ y.J＼、燐Jカルジューム」扶之飼:f'I・ 7粉興ジタ yレ毛ノ、

第二一、二二、二三・二回問 ρ 幼若「ラアテJ ノ’目・折後10日fl、211JI fl、，Mfl fl、40口［！ 0 第四三．

則間関川成熟「ラアテ」ノ骨折後20日目、初日口。

「ピタミ Y」A依乏飼料7給輿ミノタル毛ノ、第二五、二六、二七、二八閥ハ幼若「ラ Yテ」ノ’丹折f圭10fl 

日、 20日日、：rn日目、 40日［］o第四Ii.、四六岡J、成熟「ラアテJノ’骨折後2011fl、40日[J。

減食試験ヲ行h タル毛ノ、

第二九、 三つ、三一、三二闘 ρ 幼若「ラ Yテ」ノ骨折後10fj El 、 2n 日目、：lO~J 日、 40日日。ル四七、四
八［＇：.：］；、成熟「ラアデ」ノ’円折後 2＜）日口、 40日[J。

気~~］九乃至第五四闘ハ第二報ニ於ケ泌氏l的動物幼作「ラツテ l ノ：·1ψff更'.l)rf flニ於告ル骨折書官組織矧

微鏡窃良像ナリ。

第四九l抗！ノ、標準飼料ヲ給奥＂／ ?;< Iレ毛ノユジテ新生骨治川fl.Jill:k告ス Jレ宅前骨折端ρ 新生骨ニテ惑絡・li!'
ν、軟’l干ノilH量セ，レ主ノ 7ll骨折ノi跡ノ、平均不!!J-Jユ予テ。骨髄川凶形細胞性1、ナル。

第五Of伺，，rピ揖三.，，－..:¥A決乏倒的 7給奥ジタル毛ノニジテ，！？皮TI（，、連絡シ、骨梁ノ、ft守多数7・2レ宅繊維
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性「カルルス_J 3心、軟骨基質ヲ認メブ？の’月・髄ハ殆 y l"闘形細胞性1、ナ yレ。

第五一囲内減食試験ヲ行じタル毛ノニテ多量ノ骨梁形成ニヨリテ亦i骨古＇／，＇；ノ、癒合スル毛骨梁｛！日ユノ、 f古I侠

骨基質ノ残1ν 毛ノヲ見Jν。骨髄ρ殆ンド幽形細胞性トナ 2レ。

第五二岡ハ「げタミ Y」入、 I）、無機胞子Jli 之飼料ヲ給!Ji！ジ?7F屯ノニジテ雨骨折端i>' [!Jjカニテ、繊維

牲「カルルス」ノ形成者f明ユジテ軟骨及ピ初期骨梁ノ形成像ユ之v。骨折端ノ一方ニ ρ 脂肪髄アリテ骨梁

形成ヲ見メ。

第五三岡ノ、「ピタミユノ」A、n、燐Jカ1レVユーム」歓之飼料ヲ給奥ジタル屯ノニジテ骨折端ρ[!Jjカニ Vテ

繭端間二円繊紛m；「方市町ス」ノ形成アル宅軟骨－及ピ’i手梁形成 ρ 少v。

第五四回ハ「ピタミ Y」九燐「カ Jレジューム」飲乏飼料ヲ給興三／タル毛ノユジデ軟骨及ピ繊維性「方 yレFレ

λ」円殆Y ド‘治失Vテ骨梁ノミ I、ナリ繭骨・折端丹新生骨ニヨすテ既ニ連絡セラル。

第五五乃至第五八岡山第三報ユ於ケル1l¥'.験動物成熟「ラツテノ」骨折後2or1日ニ於テ骨折部組織鰐i微鏡

篤良像ナリ。

第五五岡ρ標準t•J:f'~ ヲ給奥V タル毛ノニジデ多長ノ骨梁形成ニヨリ爾骨折端ρ連絡セラレ皮質内’B髄

世主ぺ院大γ、骨髄ρ 関形細胞性1、ナル。

第五六回ハ「ピタミン・＇ A、1〕、無機盤類依乏飼料ヲ給輿ジタ Jν屯ノニジテ雨骨折端！悶戸大部分繊維性

r]J yレ 1レスJ ヲ以テ充タ γ、少 l1~ ノ軟骨及ピ骨梁形成セラル Jν ノ王、骨折端戸別カナリ。

第五七図 p竺タミピ Y_J・＼、 D依乏飼料ヲ給奥ジタル王ノニテ、爾骨折商品川明カニジテ爾端問ニ川繊維

性「カルルス」及ピ軟骨ノ形成 7JY屯青梁少数ナリ、骨膜サ巴厚セリ。

第五八闘ノいピタミ Y」.＼， D依乏無機盟主民過多飼料7給契ジタル毛ノニテ、雨骨折端ρ 関カエ毛／デ依

存ι性「カルルスJ及ピ軟’首ノ形成毛少F額放物ヲ骨折端ニ成λ。
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第一闘 軍事五闘 第九闘 第一三闘 第一七悶 第二一闘 第二五闘 第二丸岡

第二固 第六国 第一 O悶 第一回園 第一八悶 第二二闘 第二六闘 第三 O闘

第三国 第七闘 第一一闘 第一五固 第一九闘 第二三闘 第二七固 第三一間

第四回 第八闘 第一＝悶 第一六闘 第二 O岡 第二四国 第三八闘 第三二闘

銃三三間 第三五回 第三七図 第三九回 第四一闘 第四三園 第四五岡 第四七回

第三四闘 第 三六伽l 第三八闘 第四 O ~~I 第四ニ陪l 第四四国 第四六圃 第四八悶

喫lif.’1'Jf協骨技術部内l行



岡部論文附園（第二・三報） I 

第四九圃

第五 O 圃

第五一圃

．， 
〆－＜；

.,・J. 

J、・〆舟、
・．、

第五ニー圃

第五三園

第五四闘

.• : .. ’吐7唖F温凶

γーや＇~~：｝ ；，.；＼草創
旨匙凶ー』~~~~ム品鐘溢画自



＆局当．，
EHEF
44淳書者ヨコ

葛 与皆 量移 〉件 守弓安
E

~
 

〆
「

鵜
部

同 r、~ 
鵠

・
同
！

ll
圏

r¥-
詣'--"
 

盟
国

瀦 同 計 画

鵠 同 同 国


